
Title 学生生活の思想的方面の一調査 : 学生生活調査第二報告
Sub Title
Author 奥井, 復太郎

藤林, 敬三
Publisher 慶應義塾理財学会

Publication year 1935
Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.29, No.10 (1935. 10) ,p.1437(41)- 1506(110) 

JaLC DOI 10.14991/001.19351000-0041
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19351000-

0041

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


學
生
生
活
の
思
想
的
方
面
の
一
調
査

——

學
生
生
活
調
査
第
二
報
告——

藤奧

林井 

復 

敬太

三 郞

内

容
 

1

、
は
し
が
き

ニ
、
本
論
の
目
的
と
調
査
の
基
礎
數
字

三
、
學
生
の
卒
業
後
の
方
針

四
、
學
生
の
好
む
學
業
方
面

五
、
學
生
の
愛
讀
書

六
、
學
生
の
瞵
讀
せ
る
新
聞
及
ぴ
雜
誌

七
、
學
生
の
好
む
知
名
の
人
物

八
、
學
生
の
時
事
問
題
に
對
す
る
態
度

九
、
結

論

學
生
生
活
の
思
想
的
方
面
の1

調
査 

四1
(

1

四
三
七
し



學
生
生
活
の
思
想
的
方
面
の
一
調
査 

四
ニ 

(
I

四
三
八)

I
筆
者
達
が
此
處
に
報
吿
し
や
ぅ
と
す
る
も
の
は
、
去
る
六
月
本
塾
*
經
"
法
、
文
の
三
學
部
の
本
科
及
び
高
等
部
の
學
生
に
就
い
て 

行

つ

た「

學
生
生
活
調
茶」

中
、
數
項
目
を
摘
出
し
、
そ
の
結
果
の
集
計
に
基
づ
く
調
査
か
ら
な
る
。
元

来

右

のr

學
生
生
活
調
査」 

は
、(

1〕

身
上
事
項
、(

2〕

生
活
事
項
、(

3〕

學
資
の
三
部
に
分
た
れ
、
含
計
二
十
數
項
目
を
含
む
稍
々
廣
汎
な
調
赍
で
あ
る
が
、
今 

此
處
で
は
僅
か
に
左
の
數
項
目
の
結
果
に
就
い
て
論
述
し
や
ぅ
と
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
本

論

を

ば「

學
生
生
活
の
思
想
的
方
面」

と
稱 

し
た
の
は
、
左
の
諸
項
目
が
各
々
學
生
の
思
想
生
活
を
窺
ふ
の
に
多
少
の
資
料
を
提
供
す

る
か
ら
で
あ
る
。

「

學
生
生
活
調
査」

中
此
處
に
選
ば
れ
た
諸
項
目
は
次
ぎ
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

(
o

父
兄
の
職
業
。

(

ニ)

卒
業
後
の
方
針
。

Q

0

學
業
。(

a)

興
味
あ
る
科
目
、(

b)

加
入
せ

る
學
會
，
研
究
#

、(

 

C )

學
部
以
外
に
通
學
す
る
擧
校
、
講
！3
诗
等
。

(

四)

愛
讀
書
。(

5

文
學
、
で

〕

宗
敎
* 

C

C

)

政
治
、
經
濟
、
社
會
、
c

d)

目
然
科
學S

E

方
面
。

(

五)
(

5

購
讀
新
聞
、(

b)

購
讀
雜
誌
。

(

六)

好
む
知
名
の
人
物
。(

a)

學
界
、(

b)

政
#
、(

0)

實
業
界
の
三
方
面
。

(

七)

最
近
最
も
興
味
を
惹
け
る
時
事
問
題
と
そ
れ
に
對
す
る
態
度
。

こ
の
數
年
來
學
生
の
思
想
問
題
は
絕
へ
ず
世
間
の
關
心
を
惹
き
、
こ
れ
舡
調
齑
研
究
に
對
し
て
は
旣
に
相
當
の
努
力
が
繰
b
返
さ
れ
、

ま
た
學
生
思
想
調
杳
の
試
案
な
る
も
の
が
一
部
に
企
て
ら
れ
て
む
る
や
ぅ
.で
あ
る
。

こ
れ
等
の
努
力
に
對
し
て
最
初
に
斷
つ
で
置
か
ね
：
 

ば
な
ら
な
い
の
は
，
云
ふ
ま
で
も
な
く
木
硏
究
は
、
元
來
單
に
學
生
の
思
想
調
茶
を
目
的
と
し
た
も
の
で
な
く
、
學
生
の
生
活
狀
態
全 

般
の
調
杏
：をE

的

と

し

た「

學
生
生
活
調
莶」

ハ
奧
井
試
案)

の
結
粜
の
ー
部
分
の
利
/1
1

に
基
づ
い
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
從
つ
て
學
生 

の
思
想
調
莶
と
し
て
は
、
こ

の「

學
生
生
活
調
杏」

以
外
に
尙
ほ
他
に
利
州
し
て
有
効
で
あ
る
と
思
仗
れ
る
資
料
が
容
易
に
得
ら
れ
た 

の
で
は
あ
る
が
、
暫
ら
く
そ
れ

を
考
慮
外
に
置
く
こ
と
、
す
る
。
ま
た
學
生
の
思
想
調
杳
と
し
て
は
右
に
選
ん
だ
諸
項E

を
以
つ
て
充
，
.
 

分
で
あ
る
と
は
、
素
ょ
り
筆
者
達
の
考
へ
て
ゐ
な
い
所
で
あ
つ
て
、
今
後
同
樣
の「

學
生
生
活
調
杏」

が
繰
返
さ
る
X
際
に
は
こ
のE

,

 

的
の
.た
め
に
尙
ほ
諸
項
目
の
添
加
、
修
正
を
必
要
で
あ
る
と
さ
へ
考
へ
て
ゐ
る
。
更
ら
に
今
囘
の「

學
生
生
活
調
沓」

屮
右
に
選
ん
だ 

諸
項
目
以
外
に
利
用
し
得
べ
き
項
目
が
あ
る
し
，
ま
た
學
生
生
活
の
思
想
的
方
面
と
雖
も
彼
等
の
生
活
環
境
、
彼
等
の
生
活
態
度
の
全 

般
と
切
り
離
す

こ
と
の
出
來
な
い
も
の
で
あ
る
以
上
、
右
の
諸
項
目
以
外
に
他
の
諸
項E

を
參
考
に
す
る
こ
と
が
素
ょ
り
望
ま
し
い
。 

し
か
し
こ
の
點
は
-7
學
生
生
活
調
齑」

の
結
娱
の
盤
理
の
完
成
を
以
つ
て
補
つ
て
行
き
度
わ
と」

思
ふ
。

•

ニ

「

學
生
生
活
調
杳」

中
前
項
に
選
ん
だ
諸
項
目
の
集
計
は
種
々
な
る
標
準
に
從
つ
て
行
は
れ
得
る
し
、
.
ま
た
色
々
な
標
準
か
ら
各
項
目 

の
集
計
を
求
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
最
初
に
最
も
普
通
に
は
學
生
の
所
*

す

る

學

部(

及
び
科)

並
に
學
年
.
 

を
規
準
と
す
る
統
計
が
求
め
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
の
種
の
集
計
は「

學
生
生
活
調
齑」

の
完
成
に
譲
る
こ
と
、
し
、
順
序
を
些
か
逆
轉 

し
て
、
學
生
の
思
想
生
活
の
調
査
に
關
し
て
、
筆
者
達
は
最
初
に
c

l)

父
兄
のi

業
別
並
に(

2)

卒
業
後
の
方
針
.の
.如
何
が
、
學
生
の 

學

生

生

活

の

思

想

的

方

面

の

一

調

査
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思
想
生
活
に
如
何
に
關
聯
す
る
か
を
*

見
や
ぅ
と
試
み
た
。
即
ち
學
生
の
家
庭
生
活
の
一
環
境
條
件
で
あ
る
父
兄
の
職
業
上
の
差
別
が 

彼
等
の
思
想
生
活
に
果
し
て
重
大
な
影
響
を
有
す
る
か
否
か
、
ま
た
彼
等
の
卒
業
後
の
將
來
の
目
的
が
現
在
の
彼
等
の
生
活
の
思
想
的 

方
面
に
如
何
に
反
映
さ
れ
て
ゐ
る
か
、

こ
の
ニ
っ
の
問
題
が
先
づ
筆
者
達
の
關
心
を
强
く
惹
い
た
。
し
か
し
不
幸
に
し
て
第
二
の
問
題 

は
こ
れ
を
暫
ら
く
斷
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
，
後
に
も
述
べ
る
や
ぅ
に
、
卒
業
後
の
方
針
に
關
す
る
學
生
の
囘
答
記
述
が 

敎
示
の
不
充
分
の
た
め
で
あ
っ
た
か
、
甚
だ
不
充
分
の
結
果
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
今
此
處
に
問
題
と
す
る
も 

の
は
單
に
右
の
第
一
の
問
題
に
限
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
本
論
に
題
し
て「

學
生
生
活
の
思
想
的
方
面
の
一
調
査」

と
謂
ふ
所
以 

で
あ
る
o

先
づ
本
研
究
の
基
本
的
調
查
と
し
て
、
學
生
の
父
兄
の
職
業
に
關
す
る
集
計
の
結
果
を
示
せ
ば
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
表
に
就
い
て
二
三
の
注
意
を
附
加
し
て
置
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
職
業
別
分
類
は
大
體
吾
國
の
第
二
囘
傾
勢
調
莶
に
於
け
る 

職
業
分
類
に
從
っ
て
、
農
業
、
水
産
業
、
鑛
業
、
工
業
、
商
業
、
交
通
業
、
公
務
、
自
由
業
及
び
無
職
に
區
別
し
た
。
本
來
父
兄
の
職 

業
の
記
入
に
對
し
て
は
、
調
莶
票
以
外
に
別
に
各
學
生
に
手
渡
し
た
記
入
の
注
意
を
與
へ
た
印
刷
物
中
に
•「

會
社
員
、
商
人
等
で
な
く
、 

職
業
は
具
體
的
に
，
成
る
べ
く
詳
細
に
、
例——

〇
〇
銀
行
支
店
長
、
雜
貨
卸
商
等」

と
記
入
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
に
拘
ら
ず
、
尙 

ほ

例
へ
ばr

實
業
家
/

「

會
社
重
役
,-
,「

會
社
員
し
、
等
の
記
入
が
あ
嗲
て
、
止
む
を
得
ず
こ
れ
等
を
一
括
し
て
第
一
表
以
下「

實J

の 

攧
中
に
入
れ
る
こ
と
、
し
た
。
ま
た
無
職
を
三
っ
に
分
け
た
の
は
、
I

は
貸
地
、
貸
家
業
を
營
む
も
の
、
II
は
恩
給
*
年
金
、
そ
の
他 

の
收
入
に
依
る
も
の
と
見
做
さ
る
X
も
の
で
あ
っ
て
、
事
實
無
職
と
記
入
さ
れ
た
も
の
i
大
部
分
が
こ
れ
で
あ
り
、
他
に
例
へ
ば
退
役

軍
人
を
も
此
處
に
含
む
。
11

は
兩
親
な
く
記
入
者
自
身
が
戸
主
で
あ
る
も
の
、
ま
た
兄
が
戶
主
で
あ
つ
て
、
且
つ
そ
れ
が
擧
生
に
し
て

m 浴

誤

法
學

部
政

洽
科

法
學

部
法

律
科

m

鹄
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00
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h*OCO

m
w-

CO
to
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toCTT 00 to 00 一 g
in

isn

未
だ
何
等
の
職
業
を
有
せ
ざ
る
も
の
を
こ
れ
に
屬
せ
し
め
た
。
最
後
に
職
業
分
類
中
不
明
の
擱
を
置
い
た
の
は
、
職
業
の
記
入
あ
る
も 

判
讀
し
難
き
も
の
數
名
と
全
然
無
記
入
に
放
置
し
た
る
も
の
が
、
三
十
名
以
上
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

職
業
別
の
分
類
に
次
い
で
假
り
に「

地
位
別」

と
名
づ
け
て
、
職
業
上
の
地
位
の
如
何
に
依
る
區
別
を
試
み
て
見
た
。
そ

の

內「

無 

職」

と
あ
る
は
職
業
別
の
無
職
_

の
合
計
で
あ
り
、「

業
主」

と
は
獨
立
の
營
業
主
で
あ
り
、「

重
役」

に
就
い
て
は
通
常
の
觀
念
に
從
つ 

學
生
生
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思
想
的
方
面
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調
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た
の
で
說
明
を
要
し
な
い
が
、「

社
員」

と
あ
る
は
多
少
名
稱
が
不
適
當
で
あ
つ
て
*
寧
ろ
實
際
に
は
H
給
取
り
.
サ
ラ
リ
ア
ー
ト
の
意 

に
解
し
て
貰
ひ
度
い
*
か
く
て
公
務
、
自
由
業
を
ニ
分
し
て
新
聞
記
者
の
如
き
は
勿
論
、
官
、
公
吏
、
軍
人
€
如
き
(±「

社
員」

中
に 

辯
護
士
、
開
業
醫
の
如
き
は「

業
主」

中
に
分
類
し
た
。
尙

ほ

「

業
主」

、「

重
役」

、「

社
員」

の
分
：制
は
職
業
別
中
農
業
、
公
技
> 

自 

由
業
、
無
職
及
び
不
明
を
除
く
各
方
茴
に
渡
つ
て
ゐ
る
こ
上
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
記
入
の
不
充
分
の
た
め
に
僅
に
數
名
で
は
あ
る 

が
、

こ
の
分
類
加
ら
除
外
せ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
つ
た
。

註
*
第

一

表
は
學
部(

及
び
科〕

の
茼
別
を
敕
字
上
に
表
は
し
た
け
れ
ど
4
*
以
下
特
別
の
場
合
を
除
い
て
は
本
論
の
目
的
に
從
つ
て
こ
の
區
別 

を
設
け
な
い
。

三

前
述
の
如
く
卒
業
後
の
目
的
を
規
準
と
す
る
研
究
は
一

應
斲
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

關
す
る
項
目
の
調
杏 

を
此
處
に
示
し
て
置
く
こ
と
は
、
本
論
の
目
的
か
ち
觀
て
尙
ほ
多
少
の
價
値
な
し
と
し
な
い
。
喵
だ

こ
の
項
因
の
記
入
に
際
し
て
記
入 

上
の
注
意
を
與
へ
る
こ
と
の
不
充
分
で
あ
つ
た
の
と
、
卒

業

後

の「

方
針」

と
云
ふ
言
葉
が
測
ら
ず
も
調
赍
者
の
期
待
す
る
結
果
を
齎 

さ
な
か
必
た1

部
分
の
原
因
で
あ
つ
た
。

即
ち
記
入
の
結
集
を
見
る
と
單
に「

就
職」

と

記
し
た
も
の
が
あ
つ
た
許
り
で
は
な

く

、「

實 

業
家」

、「

實
業
界」

と
云
ふ
も
の
が
多
數
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
職
業
上
の
區
別
を
加
へ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
假
り
に
こ 

れ
等
を
實
業
界
方
面
に
就
職
を
希
望
す
る
も
の
と
見
做
し
て
、
そ
の
結
果
を
示
せ
ば
第
一一

表
の
如
く
で
あ
る
。
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「

自
家」

と
は
自
家
の
營
業
に
從
事
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
地
位
別
中「

重
役」

の
欄
に
こ
の
數
字
の
あ
る
の
は
例
へ
ば
父
兄
が
、
合 

名
會
社
の
重
役
で
あ
る
場
合
に
父
兄
の
事
業
に
從
事
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
4
無
職」

中
n
及
m

の
場
合
に
も
同
樣
に
し
て
亡
父
の
事
業 
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に
從
事
し
や
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
海
外」

と
は
支
那
、
滿
洲
を
初
め
海
外
に
職
を
求
め
ん
と
す
る
も
の
。

「

そ
の
他」

と
あ
る
は
父
兄
の
職
業
と
は
異
な
り
、
自
ら
獨
立
の
營
業
を
希
望
す
る
も
の
、
並
に
實
業
界
に
單
に
一
時
的
の
就
職
を
希
望
す
る 

も
の
、
或
は
ま
た
遙
か
に
遠
き
將
來
の
希
望
等
を
記
述
し
た
も
の
等
を
含
む
。 

•

「

無
方
針」

と
は
學
生
自
身
の
希
望
方
針
を
有
せ
ず
、
唯
だ
父
兄
の
意
志
に
從
は
ん
こ
と
を
記
入
し
た
も
の
。

「

不
明」

と
は
全
然
こ
の
項
目
を
無
記
入
に
放
置
し
た
も
の
。

各
欄
の
%
は
職
業
別
並
に
地
位
別
の
各
欄
の
實
數(

實
際
人
員
數y

こ
の
場
合
は
各
總
計
に
對
す
る
百
分
比
で
あ
る
。
.
以
下
各
表
と
も
同
樣
。 

第

二

表

中「

實
業」

並

に

「

自
家」
の
二
っ
を
合
計
し
て
見
れ
ば
、
火
體
商
工
業
を
中
心
と
す
る
實
業
界
方
面
に
將
來
活
躍
せ
ん
と 

す
る
希
望
を
有
す
る
も
の
が
、
半
數
乃
至
半
數
以
上
を
占
め
る
こ
と
は
略
々
明
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
間
父
兄
の
職
業
上
の
相
違
の
、 

學
生
の
將
來
の
希
望
に
對
す
る
影
響
の
差
異
は
必
ず
し
も
大
で
は
な
い
。
唯
だ
公
務
、
自
由
業
並
に
無
職
中
11
及
び
11
1

に
屬
す
る
も
の 

が
農
"H

、

商
、
交
通
業
に
屬
す
る
も
の
に
比
し
て
約一
割
の
小
數
を
示
し
て
ゐ
る
こ
と
が
*

稍
々
注
目
に
値
ひ
す
る
に
過
ぎ
な
い
。 

即
ち
前
者
の
場
合
に
は
學
生
の
家
庭
生
活
の
環
境
が
、
そ
の
父
兄
の
職
業
を
通
じ
て
所
謂
實
業
界
と
は
、
農
業
を
除
く
他
の
も
の
に
比 

較
す
れ
ば
、
ょ
り
緣
遠
い
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ら
ぅ
と
も
推
測
せ
ら
れ
る
。

註
水
產
業
並
に
鑛
業
の
場
合
は
、
そ
れ
に
屬
す
る
人
員
が
少
數
で
あ
っ
て
暫
ら
く
問
題
外
と
す
る
こ
と
が
適
當
で
あ
ら
ぅ
。
ま
た「

不
明」

の 

も
の
の
割
合
が
他
に
比
し
て
小
數
で
あ
る
の
は
、
こ
の
場
合
特
に
不
明
以
の
も
の
、
多
數
で
あ
る
に
因
る
こ
と
明
か
で
あ
る
。
事
實
今
回
の
1 

學
生
生
活
調
査4

の
各
項
目
に
渡
っ
て
、
全
然
無
記
入
の
項
后
を
多
く
し
，
記
入
成
績
の
甚
だ
劣
惡
で
あ
っ
た
も
の
が
此
處Li

屬
し
て
ゐ
る
。

更
ら
に
職
業
上
の
地
位
別
か
ら
見
る
と
、
重
役
の
子
弟
が
他
の
も
の
に
比
較
し
て
、
商
工
業
方
面
へ
の
就
職
の
希
望
を
旣
に
明
瞭
に 

有
し
て
ゐ
る
も
の
》
割
合
が
多
い
の
が
見
逃
せ
な
い
。
そ
れ
は
今
日
尙
ほ
依
然
と
し
て
大
學
並
に
專
門
學
校
の
卒
業
生
に
對
す
る
就
職 

問
題
が
一
般
の
學
生
の
惱
み
で
あ
る
の
に
對
し
て
、

學
生
中
諸
會
社
の
重
役
の
子
弟
が
多
く
こ
の
惱
み
か
ら
解
放
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い 

ふ
事
情
を
反
映
し
て
ゐ
る
も
の
V
や
う
に
解
せ
ら
れ
る
。

最
後
に
自
由
業
の
方
面
へ
の
學
生
の
希
望
を
見
る
に
、
總
數
の
上
か
ら
は
僅
か
に
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
、
且
つ
無
職
の
11
1

の
場 

合
と
農
業
の
場
合
と
を
除
い
て
他
は
大
體
ニ
乃
至
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
間
に
あ
る
。

こ
れ
に
對
し
て
無
職
の
11
1

の
場
合
、
即
ち
旣
に
兩
親 

な
き
も
の
、
場
合
に
そ
の
割
合
の
稍
々
高
い
こ
と
は
、
家
庭
特
に
そ
の
父
兄
の
意
志
か
ら
の
解
放
の
結
果
或
は
學
問
の
研
究
を
志
し
、 

評
論
家
を
希
望
す
る
も
の
等
の
割
合
の
多
く
な
る
の
は
當
然
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
未
だ
僅
か
に
三 

十
三
名
中
の
割
合
で
あ
つ
て
、
今
直
ち
-

y

か
く
の
如
く
斷
定
す
る
こ
と
は
或
は
不
穩
當
の
識
を
免
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
ま
た
農
業
の
場 

合
に
は
單
に
自
由
業
へ
の
學
生
の
希
望
許
り
で
は
な
く
、
ま
た
商
工
業
方
面
へ
の
就
職
の
希
望
と
を
合
算
し
て
考
慮
す
れ
ば
、
約
七
割 

の
も
の
が
こ
れ
に
屬
し
て
届
り
、
自
家
の
業
務
を
繼
承
し
て
農
村
に
歸
還
す
る
も
の
、
割
合
の
小
な
る
に
比
較
す
れ
ば
、
そ
れ
は
家
庭 

の
拘
束
か
ら
離
れ
た
農
村
出
身
の
ィ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
必
然
の
方
向
と
一
致
す
る
。

學
生
の
卒
業
後
の
方
針
に
關
し
て
は
、
父
兄
の
職
業
並
に
職
業
上
の
地
位
の
相
違
に
從
つ
て
、
以
上
の
如
き
僅
か
の
差
異
を
認
め
得 

る
も
の》

や
う
に
思
は
れ
る
が
、
そ
の
差
違
た
る
や
未
だ
左
程
犬
で
は
な
い
。
從
つ
て
或
は
寧
ろ
總
體
的
に
觀
て
卒
業
後
海
外
に
雄
飛 

し
、
或
は
自
由
業
の
方
面
に
入
ら
ん
と
す
る
希
望
者
の
甚
だ
小
數
で
あ
る
こ
と
、

こ
れ
に
對
し
て
學
生
の
過
半
數
が
、
卒
業
後
實
業
界 
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に
就
職
の
希
望
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
實
を
確
認
す
る
こ
と
の
方
が
適
當
で
あ
ら

う

。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
從
來
本
塾
大
學 

並
に
高
等
部
の
卒
業
生
に
就
い
て
一
般
の
知
驗
し
て
ゐ
る
所
に
一
致
し
、
a

っ
筆
者
達
は
卒
業
後
の
方
針
に
關
す
る「

不
定」

並
に「

不 

明」

の
數
字
が
全
般
に
今
少
し
く
小
な
る
も
の
と
す
れ
ば
.

こ
の
傾
向
は
一
般
に
更
ら
に
大
で
あ
っ
た
ら
う
と
さ
へ
考
へ
る
。
そ
れ
は 

兎
も
角
と
し
て
こ
の
全
般
的
な
傾
向
は
學
生
の
思
想
生
活
の
一
つ
の
重
要
な
モ
メ
ン
ト
と
し
て
吾
々
の
見
逃
し
得
な
い
所
で
あ
ら
う
。 

四

「

學
生
生
活
調
奄
票」

に
記
載
の
順
序
に
從
っ
て
、
先
づ
學
業
の
方
面
か
ら
調
赉
の
結
果
を
吟
味
す
る
こ
と
ゝ
し
や
う
。
こ
の
項
目
で 

は
三
っ
の
點
に
就
い
て
の
結
果
を
此
處
に
利
用
す
る
こ
と
、
し
た
。
即
ち(

a)

學
生
の
平
素
興
味
あ
り
と
な
す
講
義
科
目
、(

b)

學
內 

に
於
い
て
彼
等
が
入
會
關
係
せ
る
學
生
の
諸
會
、
及
び(

5

學
外
に
於
い
て
彼
等
が
通
學
す
る
學
校
、
或
は
講
習
會
等
が
こ
れ
で
あ
る
。

現
在
、
學
生
が
如
何
な
る
科
目
に
興
味
を
有
す
る
か
は
、
彼
等
の
思
想
的
方
面
を
知
る
た
め
の
一
っ
の
手
懸
り
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ 

ま
で
も
な
い
。
以
下
第
三
乃
至
第
五
表
に
依
っ
て
略
々
彼
等
の
興
味
の
傾
向
を
推
測
す
る
こ
と
が
出
來
や
う
。
唯
だ
學
生
の
興
味
あ
り 

と
す
る
科
目
は
各
表
の
示
す
も
の
ょ
り
は
具
體
的
に
記
述
さ
れ
、
從
っ
て
一
層
多
數
で
あ
っ
た
が
、
便
宜
上
各
表
の
示
す
や
う
に
、
各 

々

一
般
的
な
名
稱
を
以
っ
て
總
括
し
た
。
尙
ほ
科
目
は
各
學
部
に
於
い
て
特
色
あ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
學

部

(

或
は
科)

別
に
表
示 

す
る
こ
と
-

4

す
る
o

經
濟
學
部
の
學
生
に
就
い
て
觀
れ
ば
、
經
濟
學
並
に
金
融
論
に
關
す
る
も
の
を
初
め
と
し
て
、
社
會
學
並
に
經
濟
史
關
係
の
講
義
に 

興
味
を
有
す
る
も
の
が
約
二
割
前
後
を
占
め
、
各
々
他
の
諸
科
目
に
比
し
て
優
位
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
總
體
的
に
そ
う
で
あ

る
許
り
で
は
な
く
、
ま
た
暾
業
別
並
に
職
業
上
の
地
位
別
に
就
い
て
觀
て
も
大
體
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
唯
•た
工
業
關
係
者
ひ 

子
弟
の
金
融
論
に
對
す
る
興
味
が
比
較
的
少
な
く
*
重
役
の
子
弟
の
經
營
學
關
係
の
諸
講
義
に
對
す
る
關
心
の
度
の
稍
々
高
い
こ
と
が
、 

僅
か
に
そ
の
例
外
を
な
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
右
の
傾
向
の
內
、
特
に
金
融
論
並
に
經
營
學
關
係
の
諸
識
義
に
一
般
の
學
生
の
興
味 

が
、
稍
々
高
い
こ
と
は
、
今
日
の
社
會
經
濟
狀
態
の
反
映
か
と
推
測
せ
ら
れ
る
。
即

ち一

つ
は
最
近
に
於
け
る
世
界
的
な
經
濟
問
題
と 

し
て
の
通
貨
問
題
の
重
要
性
と
、
他
は
吾
國
內
に
於
け
る
諸
產
業
の
躍
進
と
そ
の
調
和
的
發
展
の
諸
問
題
の
喧
傳
と
に
何
等
の
關
係
を 

も
有
し
な
い
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
但
し
そ
れ
は
單
に
學
生
の
學
問
研
究
的
な
一
面
の
方
向
で
あ
つ
て
、
筆
者
達
は
更
ら
に
そ
の
裏
面 

に
あ
る
一
つ
の
動
機
の
存
在
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
そ
れ
は
卒
業
後
の
就
職
問
題
に
對
す
る
學
生
の
意
識
的 

な
準
備
で
あ
る
。
嘗
つ
て
十
數
年
前
の
、
筆
者
達
の
學
生
時
代
の
經
驗
を
囘
顧
す
れ
ば
、
勿
論
此
處
で
は
吾
國
の
經
濟
學
界
の
推
移
を 

も
同
時
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
確
か
に
理
論
經
濟
學
を
中
心
と
す
る
抽
象
的
*
恩
想
史
的
研
究
へ
の
學
生
の 

關
心
は
移
動
し
て
了
つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
時
に
は
學
究
的
な
動
機
以
外
の
も
の
i
存
在
が
、
觀
取
せ
ら
れ
る
。
且
つ
ま
た
こ
の
こ
と
は 

平
素
筆
者
達
が
今
日
の
學
生
に
就
い
て
知
見
す
る
所
の
事
實
が
こ
れ
を
裏
書
き
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
純
學
究
的
な
熊
度
か
ら
觀
て
、
經 

濟
史
並
に
社
會
學
關
係
の
講
義
に
對
す
る
學
生
の
關
心
の
度
が
相
當
に
大
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
に
理
論
經
濟
學
*
經
濟
政
策
、
學
說
並 

に
思
想
史
的
方
面
へ
の
彼
等
の
關
心
の
度
を
同
時
に
考
慮
す
れ
ば
、
依
然
と
し
て
現
在
の
學
生
の
純
學
究
的
な
關
心
が
甚
だ
大
で
あ
る 

と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
筆
者
達
は
此
處
に
思
想
的
な
內
容
に
關
し
て
云
ふ
ょ
り
は
寧
ろ
學
生
の
好
學
的
態
度
の
傾
向
に
就
い
て
論 

じ
た
所
以
は
、
最
近
の
學
生——

そ
れ
は
軍
に
恐
ら
く
は
吾
が
慶
應
義
塾
大
學
の
學
生
の
み
な
ら
ず
I

が
、
平
素
就
職
の
た
め
に
の 
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政
治
學
1
を
此
處
に
含
む
。

註

重

複

と

は一

人
に
て
ニ
以
上
の
科
目
を
記
入
し
た
る
場
合
に
、
例
へ
ば
2
科
目
記
入
の
場
合
に
は
電
複
1
と
し
、
'3
科
目
記
入
の
場
合
は
重 

複
2
と
計
算
す
る
。
以
下
各
表
に
つ
き
重
複
と
あ
る
場
合
は
こ
れ
と
同
樣
の
意
に
解
せ
ら
れ
た
し
。

み
動
く
も
の
W
相
當
あ
り
、
世
間
か
ら
は
大
學
が
^.
た
學
問
の
府
で
な
い
や
ぅ
に
見
ら
れ
る
傾
向
が
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
の
に 

對
し
て
、
些
か
世
の
注
意
を
喚
起
し
た
い
と
思
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
別
に
、
工
業
方
面
の
關
係
者
の
子
弟
の
場
合
を
初
め
と
し
て
、
如
何
な
る
科
目
に
も
何
等
興
味
を
有
せ
ず
と
す
る
も
の
が
一
割 

乃
至
二
割
以
上
に
渡
つ
て
存
す
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
事
實
で
あ
る
。
そ
れ
が
如
何
な
る
理
由
に
從
つ
て
ゐ
る
か
は
、
容
易
に
推
測
し 

難
い
事
實
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
何
れ
に
し
て
も
吾
々
の
無
視
し
得
な
い
所
で
あ

ら

ぅ

。

法
學
部
並
に
文
學
部
は
共
に
餘
り
に
調
査
人
員
少
數
で
あ
つ
て
事
實
の
理
解
は
不
可
能
に
近
い
が
、
法
學
部
政
治
科
の
學
生
に
於
い 
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て
は
、
政
治
學
並
に
法
律
學
に
並
ん
で
經
濟
學
に
關
す
る
關
心
が
稍
々
大
で
あ
る
や
に
見
へ
る
。

最
後
に
高
等
部
の
學
生
に
就
い
て
簡
單
に
云
へ
ば
•
經
濟
原
論
を
第一

と
し
て
經
濟
學
關
係
の
諸
講
義
に
興
味
を
有
す
る
も
の
が
半 

數
乃
至
そ
れ
以
上
を
占
め
て
ゐ
る
と
沄
ふ
事
實
が
著
明
で
あ
る
。
そ
し
て
各
擱
の
實
數
が
多
く
少
數
に
過
ぎ
る
の
で
は
あ
る
が
、
大
體 

商
工
業
方
面
の
職
業
に
從
事
す
る
も
の
並
に
サ
ラ
リ
ア
ー
ト
の
子
弟
に
於
い
て
こ
の
事
實
は
特
に
明
瞭
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
や 
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。
高
等
部
學
生
に
於
け
る
こ
の
傾
向
は
*
高
等
部
そ
れ
自
身
が
、F

r
e
e

 

e
d
u
c
a
t
i
o
n

を
目
的
と
し
て
設
立
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る 

と
聞
い
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、
事
實
は
寧
ろ
高
等
商
業
學
校
化
さ
れ
て
ゐ
る
の
に
因
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。

次
い
で
學
校
內
に
於
け
る
大
體
學
生
を
本
體
と
す
る
諸
會
に
於
け
る
學
生
の
分
布
を
見
や
ぅ
。
そ
れ
は
第
六
及
び
第
七
表
の
示
す
が 

部
く
で
あ
る
。
唯
だ
遺
憾
乍
ら
こ
れ
等
の
表
に
於
い
て
は
、
今
囘
の「

學
生
生
活
調
査」

が
約
三
千
枚
の
調
査
票
の
配
布
に
對
し
て
そ
の 

三
分
の
一
の
記
入
者
し
か
得
ら
れ
な
か
つ
た
こ

と

の

缺
點
が
稍
i
明
白
に
現
は
れ
て
ゐ

る

。

從
つ
て
こ
れ
等
の
表
に
就
い
て
云
々
す
る 
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m

isa

虜

こ
と
は
多
少
危
險
で
あ
つ
て
，
單
に
讀
者
の
參
考
に
止
め
る
の
が
或
は
適
當
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
尙
ほ
一
一
三
の
傾
向
を 

此
處
に
指
摘
し
て
置
く
こ
と
は
無
益
で
は
な
か
ら
ぅ
。

最
初
に
成
表
上
の
注
意
を
讀
者
に
與
へ
て
置
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
學
生
の
構
成
す
る
諸
#
は
各
々
そ
の
目
的
と
內
容
と
を
異
に 

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
此
處
で
は
便
宜
上
そ
の
數
ケ
の
も
の
を一

括
し
て
見
た
。
第
六
表
に
就
い
て
云
へ
ば 

I

に
一
括
さ
れ
た
も
の
は
各
'々

方
面
は
異
な
る
が
經
濟
並
に
社
#
的
事
情
及
び
學
說
の
研
究
團
體
と
見
做
さ
れ
る
も
の
で
あ

り

、

n

に 

含
ま
れ
る
も
の
は
同
じ
く
半
ば
硏
究
的
で
あ
る
が
、
そ
の
特
色
は
寧
ろ
實
務
の
修
得
に
あ
る
。
11
1

に
一
括
さ
れ
た
も
の
は
大
體
宗
敎
或 

は
修
養
を
目
的
と
す
る
も
の
と
見
做
し
て
い
、
。
VI
は
雜
多
で
あ
つ
て
、
そ
の
內
約
半
數
は
吾
々
の
此
處
で
の
問
題
に
左
程
茁
要
で
は 

な
く
、
寧
ろ
學
生
の
趣
味
生
活
に
關
聯
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
諸
部
類
に
分
け
て
見
る
と
、
總
じ
て
そ
の
何
れ
に
於
い
て
も
職
業
上
並
に
地
位
上
の
差
異
か
ら
生
じ
た
と
思
は
れ
る
相 

違
は
殆
ん
ど
な
く
、
唯
だ
全
般
的
に
11
に
次
い
で
1

が
、
そ
し
て
11
に
屬
す
る
も
の
が
最
劣
位
に
あ
る
。
そ
れ
は
こ
れ
等
の
諸
會
中
最 

大
の
も
の
が
事
實
產
業
硏
究
會
で
あ
つ
て
、
そ
れ
が
第
六
表
中
に
も
最
も
有
力
な
も
の
と
し
て
現
は
れ
て
ゐ
る
の
に
因
る
。
同
會
は
福 

擧
生
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精
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生
き
や
ぅ
と
す
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の
團
體
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あ
る
。

第
七
表
の一

は
法
學
部
の
學
生
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
I

及
び
n

に
一
括
し
た
も
の
に
は
法
律
科
の
學
生
が
專
ら
こ
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第 六 表 學 內 諸 會 （經濟學部並に高等部）

職 業 別
總

地 位 別

農 鑛

1

商 交 實 公 自

無 職 不

無 職 業 主/]\

I I I I I I
明

計
里 仅 | 肛 貝

' 文 化 科 學 硏 究 會

1 ! ! い ！ ! !
j 1 1

統 制 經 濟 研 究 會
! ! 1

1 1

經 濟 史 學 會 1 1 1 1 3
2 1

都 市 及 社 會 事 業 研 、 叫 a 1 ! 丨 4
1

j 2 1 6 2
& マ

&

l i
鐵 道 硏 究 會

ぃ 丨 !

1
1

i
2 2

日 本 經 濟 事 情 硏 、 | 1
厂

1 1

束 亜 事 情 研 究 會 1
1

1
1

1

1

! 1

「 —
6 2 2 1

南 洋 事 情 硏 究 會

h 1

3 1

1 r
7 1

4 1

、金 融 硏 究 會

1

1 3

1
!

2
マ 1

9 2 2 1 4

1  計

% ( ぶ 1  部 69) CI P

( 2 )

1 4 . 3

1

W 恐

0 0

5 . 4

( 4 6

5 . 0

C » )

3 . 9 说 恐 牒

「產 業 研 究 會
3

5 1 6 6 6
2 2

1 2 4 3 5 1 9
マ

I I , 廣 吿 硏 究 會
1

4

j

2 ] 3 2 8 2

計 理 學 硏 究 會 1 1
1 3 1 2 3 2 1 1 2 3 1 7

速 記 硏 究 會
3

1
1

5 1 1 一 1 —

1 1  f t

%

w

1 9 . 1

ぴ 3 〕

赴 酸

' 福 澤 先 生 硏 究 會
1 1

3
2

1

佛 敎 靑 年 會

—
1 2

o
2 1

111 日 本 眞 理 運 動

道  會
1

— 一
1

‘ —

——

—

——

1

1

2 1

1
一 —

キ リ ス ト 敎 靑 年 會 1

1

2
1 1

m  計 丨

%  |

0 0

1 . 3

⑴

0 . 4
c i q

1 . 2

C 6 ；

2 . 9

C O ! C 2 )  

1 . 1  0 . 9

國 際 協 會 i
1

1 1

三 田 新 聞 學 會
2 3 2 1

辯 論 部 1
1

!

.

i | 2

!

英 語 會 4 1 4 1 2 3 1 1 1 7
6 3

2 5

I V

童 話 硏 究 會 1 1 1

映 霤 研 究 會 1 -

1
2 1 1

惜 字 會 i i
(

2 4

2

9 2 4 1 1

書 道 會
!

3

1
4 1 2 1

航 空 硏 究 會 1 1 2 i 7

自 動 車 硏 究 會

%

1 2 2

2

S i !
( 1 )

2 . 7

總  計
1 0

2 2 4
5 1 3

1 3 1 2 2 3
4

5 1 7 3 3 9 5 6 1 3 5 0

重  複
1

2

4 1 5 2 1 5 7 2 2 3

各 會 人 會 者 数  

%

9

1 9 . 6 1 0 . 7

2 2

1 4 . 4

4 9  | 3  丨 1 2  

1 7 . 6  2 1 . 4  丨2 5 . 5

2 4  7  I 2 1  

L9 .2 !l 8 .9 [l4 . 8

4

1 5 . 4

h

1 3 . 5

1 5 8

1 7 . 1

:J, 2  ； 5 4  

1 5 . 6  丨1 7 . 9

1 1

1 ] . 7

4 7

*2 0 . 5

钿
記 入

3 7
6 1 0 1 3 1 2 2 9 1 1 3 5 1 0 1 3 0 1 2 1 2 2 3 2 7 6 5 1 7 3 2 4 7 8 3 1 8 2

實  數 4 6 6 1 2 1 5 3  1 2 7 8 1 4 4 7 1 2 - 5 3 7 1 4 2 2 6 3 7 9 2 3 2 0 5 3 0 1 9 4 2 2 9
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れ
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對
し
て
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び
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に
含
ま
れ
た
も
の
に
は
大
體
政
治
科
の
學
生
が
歸
屬
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
講 

義
科
目
の
場
合
に
見
る
こ
と
が
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た
と
同
じ
や
ぅ
に
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の
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傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
文
學
部
學
生
に
就
い
て
は
主
と
し
て
そ
の
調
査
人
員
の
少
數
の
故
に
何
事
も
傳
へ
得
な
い
の 

は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。

以
上
の
事
實
は
、

し
か
し
そ
の
反
面
に
於
い
て
、
そ
の
何
れ
の
團
體
に
し
て
も
全
體
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
に
屬
す
る
學
生
が
甚
だ
少 

數
で
あ
る
と
い
ふ
事
實
と
併
せ
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
-る
。
法
學
部
並
に
文
學
部
の
調
査
學
生
の
約
半
數
は
何 

れ
か
の
圑
體
に
屬
す
る
と
云
ふ
數
字
が
現
は
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
實
際
の
人
員
は
少
數
で
あ
つ
て
、
全
體
か
ら
見
れ
ば
全
調
査
人
員
中 

僅
か
に
二
割
餘
り
の
も
の
が
各
會
に
分
布
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
第
六
表
と
對
照
し
て
自
ら
明
か
で
あ
る
。

そ
し
て
こ 

の
こ
と
か
ら
も
亦
吾
々
は
こ
れ
等
の
事
實
か
ら
吾
々
の
問
題
に
對
す
る
興
味
あ
る
事
實
を
惹
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

最
後
に
學
外
に
於
い
て
、
學
生
が
如
何
な
る
方
面
に
彼
等
の
知
識
並
に
技
能
を
進
め
や

ぅ

と

努
力
し
て
ゐ

る

か

を

知
る
た

め

に

、

第 

八
並
に
第
九
表
が
役
立
つ
。

全
體
と
し
て
は
調
査
學
生
の
僅
か
にI

割
の
も
の
が
學
外
に
於
い
て
何
も
の
か
を
修
得
し
や
ぅ
と
努
力
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ 
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規
定
し
て
各
々
そ
れ
へ
の
記
入
を
求
め
た
。
即
ち
愛
讀
書
に
就
い
て
はo

)
文
學
、(

b)

宗
教
、
C

C〕

政
治
、
經
濟
、
社
會
、
及
び 

c

i
自
然
科
學
の
四
方
面
に
狠
定
し
た
。

こ
の
た
め
に
記
入
者
中
に
は
自
己
の
愛
讀
書
を
そ
の
何
れ
に
記
入
す
べ
き
か
に
逡
巡
し
た
も

0
が
多
少
あ
っ
た
や
ぅ
で
あ
る
。
特
に
哲
學
、
歷
史
、
傳
記
に
關
す
る
著
作
の
如
き
は
こ
れ
で
あ
っ
て
、
調
査
者
に
於
い
て
も
そ
の
甚 

だ
不
適
當
だ
と
思
は
れ
る
以
外
は
、
記
入
者
の
意
志
通
り
結
果
を
整
理
す
る
こ
と
X
し
た
。
第
十
表
乃
至
第
十
三
表
が
右
の
四
方
面
に 

關
す
る
學
生
の
愛
讀
書
の
整
理
の
結
果
で
あ
る
。
吾
々
は
こ
れ
等
の
諸
表
の
示
す
事
實
か
ら
些
か
學
生
の
思
想
的
或
は
一
般
に
彼
等
の 

主
觀
的
生
活
の
一
端
に
觸
れ
る
こ
と
が
出
来
る
で

あ

ら

ぅ

。

學
生
の
愛
fla
書
中
、
經
濟
、
社
會
及
び
法
律
の
所
謂
社
會
科
學
的
方
面
に
關
す
る
も
の
は
、
第
十
表
の
示
す
如
く
、
全
體
と
し
て
は 

調
査
人
員
の
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
即
ち
大
體
そ
の
三
分
の一

の
も
の
に
依
っ
て
擧
げ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
點
か
ら
見
る
と
社 

會
科
學
的
文
献
に
對
し
て
大
部
分
の
學
生
の
態
度
は
寧
ろ
悲
觀
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
た
ら
ぬ
。
こ
れ
を
父
兄
の
職
業
並
に 

職
業
上
の
地
位
別
に
就
い
て
見
る
と
、
農
業
、
商
業
及
び
無
職
の
n

に
屬
す
る
も
の
、
內
愛
讀
書
を
指
摘
し
得
な
か
っ
た
も
の
が
約
六 

割
で
最
低
を
示
し
、
公
務
、
自
由
業
並
に
無
職
の
il
l

に
屬
す
る
も
の
は
そ
の
割
合
七
割
に
達
し
て
ゐ
る
。
I

水
^

_
並
に
_
員
に
屬 

す
る
も
の
\
數
字
は
餘
り
に
小
で
あ
る
た
め
、
ま
た
實
業
並
に
不
明
に
屬
す
る
も
の
は
職
業
上
の
分
類
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
考
慮
外 

に
置
く—

そ
し
て
職
業
上
の
地
位
別
か
ら
云
へ
ば
、
獨
立
營
業
者
の
子
弟
の
場
合
を
最
良
と
し
て
、

サ
ラ
リ
ア
ー
ト
並
に
重
役
の
子 

弟
の
場
合
が
最
悪
の
狀
態
に
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
等
の
數
字
上
の
相
違
は
未
だ
必
ず
し
も
大
で
な
く
、
從
っ
て
確
定
的
な
判
斷
を
下
し 

得
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

次
ぎ
に
愛
讀
書
の
內
容
に
就
い
て
見
れ
ば
、

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
立
場
を
採
る
文
献
に
對
す
る
愛
讀
の
傾
向
が
最
も
著
し
い
。
そ
し
て 

こ
の
こ
と
は
交
通
業
並
に
無
職
m

の
場
合
を
除
い
て
、
他
の
職
業
、
及
び
職
業
上
地
位
別
の
如
何
を
問
は
ず
、
何
れ
の
場
合
に
も
こ
の 

學
生
生
活
の
思
想
的
方
面
の
一
調
査 
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傾
向
が
大
體
現
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
內
農
業
，
商
業
及
び
無
職
I

に
比
較
す
る
と
、
無
職
11
の
場
合
に
こ
の
傾
向
が
稍
々
强
く
、
工
業 

の
場
合
が
こ
れ
に
次
い
で
ゐ
る
。

註
第
十
表
の
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
文

®

、「

帝
國
主
義
そ
の
他」

と
あ
る
は
文
献
的
に
云
へ
ば
、
レ
1
-ー
ン
の
帝
國
主
義
論
•
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ 

の
資
本
蓄
積
論
及
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
金
融
資
本
論
を
初
め
と
し
て
そ
の
他
二
三
の
も
の
を
含
む
。

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
文
献
に
次
い
で
、
社
會
思
想
、
特
に
社
會
思
想
史
に
關
す
る
も
の
が
比
較
的
多
く
愛
讀
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
此
の 

場
合
に
も
亦
無
職
11
と
エ
業
の
場
合
が
多
少
と
も
他
に
優
れ
た
割
合
を
示
し
て
ゐ
る
。(

無
職
1

に
屬
す
る
も
の
、
傾
向
は
こ
の
場
合
相 

對
的
に
は
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
場
合
と
反
對
で
あ
る
。)

職
業
上
の
地
位
別
に
於
い
て
は
、
重
役
の
子
弟
が
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
文
献
並
に
社 

會
思
想
に
關
す
る
文
献
に
就
い
て
‘
共
に
他
の
も
の
ょ
り
多
少
太
な
る
傾
向
を
示
し
て
，

Q

る
。
更
ら
に
こ
れ
等
の
方
面
の
文
献
に
次
い 

で
、
經
濟
原
論
、
經
濟
政
策
及
び
金
融
論
に
關
す
る
も
の
が
指
摘
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
が
、
別
に
吾
々
は
此
處
で
は
次
ぎ
の
事
實
を 

指
摘
す
る
に
留
め
や
ぅ
。
即
ち
金
融
論
並
に
經
營
學
の
文
献
に
於
い
て
は
商
業
の
場
合
が
、
經
濟
原
論
並
に
經
濟
政
策
に
關
す
る
文
献 

に
就
い
て
は
工
業
の
場
合
が
稍
々
他
に
勝
っ
て
届
り
、
職
業
上
の
地
位
か
ら
見
れ
ば
、
重
役
の
子
弟
の
場
合
に
は
經
濟
原
論
に
於
い
て
、 

サ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
の

子
弟
に
於
い
て
は
經
濟
學
史
及
び
經
營
學
の
文
献
に
關
心
を
有
す
る
も
の
が
稍
々
多
い
。

註
第
十
表
の
附
表
は
義
塾
諸
教
授
の
文
献
に
對
す
る
學
生
の
愛
讀
の
度
を
示
す
た
め
に
作
成
し
て
見
た
。
こ
れ
で
見
る
と
そ
れ
は
本
表
の
方
の 

數
字
に
比
較
す
る
と
稍
々
高
い
け
れ
ど
も
*
全
ft
と
し
て
學
生
の
愛
讀
書
と
す
る
も
の
は
、
廣
く
世
間
の
公
刊
書
に
渡
つ
て
ゐ
る
と
云
は
な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

尙
ほ
社
會
科
學
文
献
中
、
今
回
の
調
查
に
於
ぃ
て
最
も
多
く
學
生
亿
愛
讀
せ
ら
れ
て
ゐ
る
著
作
の
著
者
に
就
ぃ
て
云
へ
ぱ
*
小
泉
信
三
博

±

の
諸
著
作
に
對
す
る
二
十
五
人
の
愛
讀
者
を
筆
頭
に
、
マ
ル
ク
ス
の
十
五
人
、
向
井
鹿
松
敎
授
並
に
故
福
田
德
三
博
士
の
十
一
人
、
高
橋 

誠

一

郎
敎
授
の
十
人
並
に
加
田
哲
ニ
敎
授
の
九
入(

以
下
消
略〕

の
順
位
で
あ
る
。

社
會
科
學
の
文
献
に
次
い
で
、
宗
教
、
文
學
、
及
び
自
然
科
學
方
面
に
於
け
る
學
生
の
愛
讀
書
は
第
十
一
、
ニ
及
び
三
表
の
示
す
が 

如
く
で
あ
る
。

こ
の
內
學
生
の
約
半
數
は
文
學
書
中
に
愛
讀
書
を
擧
げ
得
た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
社
會
科
學
の
文
献
に
對
す
る
ょ 

り
も 

一
1-
多
く
の
愛
好
者
を
有
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
宗
敎
並
に
自
然
科
學
中
に
平
素
愛
讀
す
る
著
作
を
示
し
た
る
も
の
は
遙
か 

に
少
數
で
あ
る
。

宗
敎
書
中
佛
敎
關
係
の
も
の
が
最
も
多
く
讀
ま
れ
る

の
は
寧
ろ
當
然
で
あ
る
と
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、

此
處
に
學
生
の
愛
讀
書
と 

し
て
擧
げ
ら
れ
た
も
の
を
見
る
と
、
友
松
阊
諦
氏
の
諸
著
作
に
對
す
る
學
生
の
.關
心
が
甚
だ
大
で
あ
つ
て
、
他
に
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
な 

く
多
く
は
單
に
二
三
人
の
愛
讀
者
を
見
出
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
尙
ほ
友
松
氏
の
著
作
以
外
の
も
の
\
內
に
は
、
最
近
特
に
ラ
デ
オ 

に
依
る
聖
典
講
義
の
流
行
に
從
つ
て
こ
の
方
面
の
も
の
が
多
い
。
こ
れ
等
の
事
實
を
考
慮
す
れ
ば
、
最
近
吾
國
に
於
け
る
所
謂
宗
敎(

佛 

敎)

復
興
の
一
般
的
な
氣
運
が
、
稍
々
强
く
學
生
の
關
心
を
惹
き
つ
-
*あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
影
饗
は
大
體 

農
業
及
び
無
職
の
n

に
屬
す
る
も
の
に
最
も
强
く
、
商
業
並
に
公
務
自
由
業
の
場
合
に
比
較
的
弱
く
、
更
ら
に
サ
ラ
リ
ア
ー
ト
の
子
弟 

に
最
も
弱
い
影
響
を
與
へ
て
ゐ
る

も
の
と
觀
察
せ
ら
れ
得
る
。

宗
敎
書
に
關
す
る
學
生
の
右
の
如
き
稍
々
著
明
な
態
度
と
、
全
體
か
ら
見
れ
ば
今
囘
の
調
莶
學
生
中
に
は
事
實
少
數
で
は
あ
る
が
、 

こ
れ
も
亦
一
つ
の
稍
々
著
明
な
傾
向
と
し
て
の
、
依
然
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
立
場
の
文
献
に
對
す
る
學
生
の
愛
着
と
が
、

一
つ
の
興
味
あ 

學
生
生
活
の
思
想
的
方
面
の
一
調
査 
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る
對
立
を
な
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
こ
の
こ
と
が
、
そ
の
父
兄
が
旣
に
一
定
の
職
業
か
ら
退
い
た
と
思
は
る
、
.

の̂
、
子
弟
の
間
に
最
も 

著
し
い
點
が
、
吾
々
に
何
も
の
か
を
暗
示
す
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
想
像
せ
ら
れ
る
。

次
ぎ
に
學
生
の
愛
讀
書
中
文
學
並
に
自
然
科
學
に
關
す
る
も
の
は
、
直
接
學
生
の
思
瓶
問
題
と
關
聯
し
て
琪
要
で
あ
る
と
云
ふ
よ
り 

は
、
寧
ろ
彼
等
の
趣
味
生
活
に
よ
り
重
要
な
關
係
を
有
し
て
ゐ
る
。
勿
論
こ
れ
等
の
方
面
と
雖
も
尙
ほ
間
接
に
彼
等
の
思
想
生
活
を
知 

る
に
多
少
の
便
宜
は
得
ら
れ
は
す
る
。
し
か
し
此
處
で
は
主
と
し
て
右
の
理
由
に
依
つ
て
、
此
處
に
多
言
を
費
す
よ
り
は
寧
ろ
讀
者
の 

多
少
の
參
考
の
た
め
に
、
第
十
一
；及
び
一
ニ
表
を
提
示
し
て
置
か
う
。

註
今
囘
の

「

學
生
生
活
調
査

」

中
、

そ
の
渾
動
趣
味
、
娛
樂
の
方
面
は
こ
れ
を
一
括
し
て
ま
と
め

得
る
も
の
で
あ
り
、
何
れ
ま
た
最
近
機
脅
を 

得
て
公
表
し
た
い
意
向
で
あ
る
。
從
っ
■て
そ
の
際
に
は
此
處
に
擧
げ
た
文
學
及
ぴ
自
然
科
學
に
關
す
る
學
生
の
愛
讀
書
も
再
び
問
題
と
せ
ら 

れ
る
で
あ
ら
う
。
ま
た
次
項
に
述
べ
る
學
生
の
購
讀
雜
誌
に
就
い
て
も
半
ば
同
樣
で
あ
る
。

唯
だ
思
想
問
題
と
直
接
關
係
あ
る
も
の
と
し
て
、
文
學
書
中
第
十
二
表
の
附
表
に
示
し
て
置
い
た
や
う
に
、
所
謂
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー 

ト
文
學
に
對
す
る
愛
好
者
は
極
く
少
數
で
あ
っ
て
、——

附
表
中
そ
の
他
と
あ
る
は
、

一
つ
は
藏
原
惟
人
の
藝
術
論
で
あ
り
、
他
は
大 

杉
榮
の
自
叙
傅
で
あ
る
。
假
り
に
こ
れ
等
の
も
の
を
此
處
に
加
へ
た
。——

未
だ
左
程
重
要
で
は
な
い
。
寧

ろ

I

般
に
は
文
學
に
對
す 

る
學
生
の
愛
着
は
從
來
の
所
謂
純
文
學
の
方
面
に
す
存
る
と
云
っ
て
い
i

。(

註)

更
ら
に
自
然
科
學
の
方
面
に
於
け
る
學
生
の
愛
讀
書 

に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
は
一
蜃
彼
等
の
趣
味
生
活
に
よ
り
即
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
讀
者
の
容
易
に
推
測
せ
ら
れ
る
所
で
あ
ら
う
o 

學
生
生
活
の
思
想
的
方
面
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第 十 二 表 愛 讀 書 （文 學 書 ）
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2.4 1.0 9.0 0.7

吾 _ の プ ロ 文 學 （易 hi
の

計

他

明 治 以 an

明 治 時 代
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1 吾國の- 及作品)

TI シ -v 諸 作 家

北歐及獨逸諸作 家

フ ラン ス 諸 作 家

英 米 諸 作 家

其 の 他

文 學 硏 究 書

傳 記 類

c歐米諸家及作品:)計

漢 詩

業 別

交 |實丨公自|無 職 丨 不
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唯
だ
し
か
し
そ
の
內
科
學
思
想
史
及
び
生
物
學
に
關
す
る
も
の——

フ

ア
ー
ブ
ル
昆
蟲
記
に
次
い
で
讀
ま
れ
て
ゐ
る
の
は
、「

そ
の
他
(_

の
項
の
內
に
入
れ
た
ダ
ー
ゥ
ィ
ン
の「

種
の
起
源」

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
八
名
の
愛
讀
者
を
有
し
て
ゐ
る
。
故
山
本
宣
ニ
氏
の
著「

無

產
者
生
物
學」

の
愛
讀
者
の
一
名
あ
る
の
は
、
第
十
三
表
中
正
に
一
っ
の
異
例
で
あ
る
。——

及
び
最
後
の「

そ
の
他」

の
項
目
に
入

れ
た
三
名
の
哲
學
書
愛
讀
者——

內

一

名
は
唯
物
論
哲
學
を
愛
す
る
も
の
で
あ
る——

が
多
少
吾
々
の
注
意
を
喚
起
す
る
に
止
ま
る
。

註
純
文
學
に
對
す
る
學
生
の
愛
好
は
左
の
事
實
に
依
っ
て
容
易
に
推
測
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
吾
國
に
於
い
て
現
代
世
間
に
通
常
第
一 

流
の
作
家
と
見
做
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
、
多
く
は
一
人
の
愛
好
者
も
今
囘
の
被
調
査
者
中
に
有
せ
ず
、
そ
の
最
も
著
明
な
某
々
氏
の
作
品
の
如 

き
も
僅
に 

一
、
ニ
の
學
生
に
依
っ
て
愛
讀
せ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
狀
態
で
あ
る
。
今
假
り
に
十
人
以
上
の
愛
讀
者
を
有
し
た
る
作
家
を
擧
げ 

れ
ば
、
凡
そ
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
括
弧
內
の
數
字
は
愛
讀
者
た
る
學
生
數
を
示
す
。

夏
目
漱
石C

八
五〕

、谷
崎
潤
一
郎(

三
五〕

、芥
川
龍
之
助(

三
四〕

、
ト
ル
ス
ト
イ(

三
〇)

、ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー(

ニ
六
^

ア
ン
ド
レ
ヱ
• 

ジ
ー
ド

(

ニ
〇)

、島
崎
藤
村C !

九〕

、ゲ
ヱ
ー
テ

(

一
七)

、橫
光
利一

ハ
一
六
、
石
川
啄
木(

一
六
^
シヱ

ク
ス
ビ
ア

(

一

三〕

、德
富
蘆
花 

(

ニ D
、

森
歐
外(

一
二)

。
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七

六

(
1

四
七ニ

：}

六

平
素
學
生
が
如
何
な
る
雑
誌
を
讀
み
、
ま
た
如
何
な
ろ
新
聞
を
購
讀
し
て
ゐ
る
か
に
就
い
て
，
本
項
に
於
い
て
些
か
そ
の
調
丧
の
結 

果
を
示
し
て
置
か
う
。

愛
讀
書
の
場
合
と
異
な
り
、
學
生
間
に
於
け
る
雜
誌
の
購
讀
は
遙
に
一
般
的
で
あ
っ
て
、
調
杳
人
員
の
僅
か
に
ニ
割
が
、
何
等
雜
誌
の 

購
讀
を
明
示
し
な
か
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
雜
誌
中
學
生
間
に
最
も
廣
く
讀
ま
れ
て
ゐ
る
も
の
は
綜
合
雜
誌
で
あ
っ
て
、
そ
の
購
讀
者
の 

割
合
は
正
に
全
員
中
六
割
に
達
し
て
ゐ
る
。
そ
の
内
最
も
廣
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
は
，
先
生
の
第
十
四
表
附
表
中(

1〕

に
示
し
て
置 

い
た
や
う
に
.
-

「

改
造」

の
ニ
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と「

中
央
公
論」

の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト(

共
に
全
調
杳
學
生
に
對
す
る
割
合〕

で
あ
る
。 

尙
ほ
第
十
四
表
に
於
い
て
は
二
百
種
に
達
す
る
多
く
の
雜
誌
を
十
八
稲
に
分
類
し
て
示
し
て
置
い
た
が
、
事
實
は
か
く
も
多
種
の
雜
誌 

が
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、
そ
の
大
部
分
は
極
く
少
敷
の
讀
者
を
有
す
る
に
過
ぎ
ず
、
次
ぎ
の
附
表
C

1)

中
に
明
か
な
や
う
に
、 

「

改
造」

、「

中
央
公
論」

、「

文
藝
春
秋」

、「

キ
ン
グ」
、「
經
濟
往
来」

、「

新
靑
年」

•「

工
コ
ノ
ミ
ス
ト

」

、「

セ
ル
パ
ン

」

の
八
種
の
も
の 

が
最
も
著
名
で
あ
る
。

一
般
に
愛
讀
書
の
場
合
と
同
様
に
、
雜
誌
も
亦
學
生
生
活
に
於
い
て
は
半
ば
彼
等
の

研
究
心
を
養
ふ
た
め
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ 

と
同
時
に
そ
れ
は
彼
等
の
趣
味
、
或
は
娛
樂
の
生
活
の
伴
侶
で
あ
る
。
今
假
り
に
こ
れ
等
の
方
商
を
多
少
明
か
に
せ
ん
が
た
め
に
、
第 

十
四
表
中
の
十
九
種
の
雜
誌
を
三
群
に
總
括
し
、(

a)

を
大
體
研
究
的
な
方
面
に
關
す
る
も
の
と
見
做
し
-(

b)

を
趣
味
及
び
娛
樂
に 

關
す
る
も
の
、
そ
し
て

(

C)

を
宗
敎
及
修
養
に
關
す
る
も
の
と

見
做
し
て
そ
の
數
字
を
示
せ
ば
、
第
十
四
表
附
表
下
段G

結
果
を
得

る
。——

勿
論
、
特
に「

改
造」

、-1
中
央
公
論」

そ
の
他
の
綜
合
雜
誌
は
そ
の
內
容
K
學
生
に
取
つ
て
は
確
か
に
右
の
ニ
つ
の(
a
及
び
b) 

生
活
上
の
欲
求
を
滿
す
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て
こ
れ
等
の
雜
誌
を
一
方
的
に
右
の(

a)

群
に
揷
入
す
る
こ
と
は
甚
だ
不
合
理
で
あ 

る
。
そ
れ
だ
け
に(

a)

群
の
數
字
は
或
は(

b)

群
に
比
し
て
誇
大
視
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
結
果
に
な
る
で
あ

ら

ぅ

が
•
こ
の 

點
は
讀
者
に
對
し
て
充
分
の
了
解
を
得
て
置
き
度
い
と
思

ふ
1

か
く
の

如
き
統
計
的
操
作
か
ら
、
吾
々
は
大
體
次
ぎ
の
如
き
結
果
を 

得
る
で
あ
ら
ぅ

o

全
體
か
ら
見
れ
ば(

a)

及

び

(

b

)

に
對
す
る
割
合
は
全
く
同
率
で
あ
つ
て
、

こ
れ
等
に
比
較
す
れ
ば
、
？

)

の
割
合
は
甚
だ
微 

少
で
あ
る
。
即
ち
前
者
が
共
に
全
員
の
八
割
近
く
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
後
者
は
僅
か
に
そ
の
二
十
分
の
一
の
約
四
分
三
に
滿
た
な
い
。 

假
に
愛
讀
嘗
に
於
い
て
も
、
宗
敎
に
關
し
て
こ
れ
を
擧
げ
た
も
の
は
僅
か
に
全
員
の
一
割
六
分
に
過
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ 

に
も
增
し
て
此
處
で
は
こ
の
方
面
の
傾
向
は
甚
だ
微
弱
で
あ
り
、
總
じ
て
吾
々
は
、
前
述
の
如
き
最
近
の
宗
敎
問
題
に
對
す
る
學
生
の 

關
心
あ
る
に
拘
ら
ず
、
學
生
の
宗
敎
心
の
未
だ
大
な
る
こ
と
を
指
摘
し
得
な
い
狀
態
に
あ
る
。
宗
敎
的
方
面
か
ら
離
れ
て
、
大
體
學
生 

の
研
究
心
の
發
露
を
右
の(

a)

群
の
數
字
に
就
い
て
見
る
に
、
職
業
別
に
於
い
て
は
無
職
I

の
約
六
割
を
最
®

と
し
て
、
農
業
の
九 

割
八
分
を
最
高
と
見
做
し
、
商
業
の
八
割
艽
分
、
無
職
11
.の
八
割
、
公
務
、
自
由
業
の

七
割
六
分
、
工
業
の

七
割
四
分
及
び
無
職
m

の 

七
割
三
分
が
こ
れ
に
相
次
ぐ
。

こ
れ
に

對
し
て

(

b〕

群
の
數
字
の
間
に
は
左
程
大
な
る
懸
隔
が
存
せ
ず
、
凡
そ
農
業
の
六
割
八
分
と 

工
業
の

七
割
九
分
の
約一

割
の
間
に
他
の
職
業
の
も
の
が

介
在
す
る
。
こ
の

點
か
ら
見
る
と
農
業
を
最
も
顯
著
な
場
合
と

し
て
、
商
業 

並
に
無
職
n

の
場
合
に
は
明
か
杧
學
生
の
硏
究
心
が
そ
の
趣
味
及
娱
樂
の
生
活
に
ま
さ
る
、
或
は
ょ
り
正
確
に
は
前
述
の
注
意
を
此
處 

學
生
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活
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f

種
類
と
は
指
名
さ
れ
た
雜
誌
の
種
類
敷
で
あ
る
。
但
し
同
檷
中
括
弧
内
の
數
字
は
特
定
の
雜
誌
名
を
示
さ
な
か
っ
た
も
の
V
數
で
あ
る
。 

1

學
術
雜
誌
中
經
濟
■
部
の
學
生
に
限
りH

ニ
田
學
會
_
誌」

を
擧
げ
た
も
の
は
總
て
こ
れ
を
除
い
た
。

註
a

雜
誌「

法
律
時
㈱」

及

び「

罾
察
協
會
雜
|
|

」

の
#

一
 

っ
を
此
處
に
含
む
。

f

そ
の
他
六
種
の
雜
誌
は
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。「

珠
算
研
究J

、
「

三
田
評
論
.
,Ge

o
g
r
a
p
h
i
c

 

M
a
g
a
z
i
n
e
,

1
リ
ー

ダ
ー

•

ダ
ィ

ジ

ヱ

ス
3
 

E
s
q
u
i
r
e
,

 v
o
i
k
i。

こ
の
的
後
の
三
っ
の
も
の
.は
調
査
者
に
取
っ
て
全
く
不
明
の
も
の
で
あ
っ
た
。
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註
こ
の
項
に
於
け
る
三
種
の
雜
誌
は
第
十
四
本
表
中
註
4
に
示
し
た
六
種
の
雜
誌
中
調
査
者
に
取
っ
て
不
明
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
他
の 

三
種
の
雜
誌
は
本
附
表
中(

a )

の
內
に
入
れ
て
計
算
し
た
。

に
喚
起
し
て
凡
そ
次
ぎ
の
如
く
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
農
業
、
商
業
及
び
無
職
n

の
場
合
に
は
他
の
職
業
の
場
合
に
比

較
し
て
、
趣
味
及
び
娛
樂
の
生
活
に
比
す
れ
ば
、
學
生
の
研
究
心
が
ょ
り
大
で
あ
る
。

吾
々
は
更
ら
に
同
様
の
こ
と
に
關
し
て
職
業
上
の
地
位
別
に
因
る
相
違
に
一
言
觸
れ
て
置
か
ぅ
。(

a)

群
に
就
い
て
は
無
職
の
七
割

五
分
を
最
®

と
し
、
重
役
の
八
割
四
分
を
最
高
に
、
そ
の
中
間
に
業
主
と
社
員
の
場
合
が
略
同
率
の
八
割
を
占
め
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
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吾
々
は
こ
の
場
合
直
ち
に
、
重
役
の
子
弟
が
そ
の
研
究
心
に
於
い
て
他
の
も
の
に
勝
る
と
は
確
言
し
得
な
い
。
何
ん
と
な
れ
ば
第
十
四 

表
本
表
の
示
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
第
一
に
重
役
の
場
合
に
は
學
術
雜
誌
の
愛
讀
者
は
皆
無
で
あ
り
•
第
二
に
半
ば
趣
味
的
で
あ
る
と
見 

做
さ
れ
る
綜
合
雜
誌
に
對
す
る
そ
の
割
合
が
他
の
何
れ
の
場
合
ょ
り
も
明
か
に
大
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
且
つ
ま
た
各
攔
の(

C
O

及 

(

b)

群
の
數
字
を
比
較
し
て
見
る
と
、
そ
の
他
の
何
れ
の
場
合
に
も(

b)

群
の
數
字
が(

a〕

群
の
數
字
に
多
少
と
も
劣
つ
て
ゐ
る
に
拘 

ら
ず
、
重
役
の
場
合
に
は
そ
れ
は
全
く
反
對
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
反
對
の
傾
向
が
甚
し
く
、
即
約
三
割
の
開
き
を
以
つ
て
現
は
れ
て
ゐ 

る
。
少
く
と
も
こ
の
著
し
い
傾
向
は
、
重
役
の
子
弟
の
場
合
に
は
明
か
に
他
の
も
の
に
比
較
し
て
、
そ
の
家
庭
環
境
の
基
礎
の
上
に
於 

い
て
の
み
說
明
せ
ら
れ
得
る
所
で
あ
ら
う
。

最
後
に
思
想
的
傾
向
の
表
現
に
就
い
て一

言
觸
れ
て
置
か
う
、
第
十
四
表
附
表(

2〕

に
抽
出
し
た
も
の
は
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
的
傾
向
の 

雜
誌
と
見
做
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
全
體
の
割
合
は
甚
だ
小
で
あ
り
、
必
ず
し
も
吾
々
は
そ
の
重
要
性
を
認
め
得
な
い
が
、
唯
•た 

此
處
に
於
い
て
も一

方
先
き
の
社
會
科
學
書
に
於
け
る
と
同
様
公
務
、
自
由
業
に
屬
す
る
も
の
が
多
大
な
る
割
合
を
依
然
示
し
て
居
る
。 

し
か
し
、
こ
れ
に
反
し
て
無
職
11
の
場
合
は
全
く
一 

致
し
な
い
傾
向
を
そ
の
數
宇
の
上
に
現
は
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
更
ら
に
職
業 

上
の
地
位
別
の
方
か
ら
云
へ
ば
、
特
に
重
役
の
子
弟
に
こ
の
方
面
の
雑
誌
の
購
讀
者
が
一
人
も
現
は
れ
て
ゐ
な
い

こ
と
が
、
或
は
注
目 

す
べ
き
事
實
か
も
知
れ
な
い
。

購
讀
雜
誌
に
次
い
で
、
學
生
の
日
常
通
觀
す
る
新
聞
を
擧
げ
れ
ば
第
十
五
表
の
如
く
で
あ
る
。
學
生
の
通
讀
新
聞
か
ら
、
吾
々
は
彼 

等
の
思
想
的
方
面
を
云
々
す
る
に
は
余
り
に
不
充
分
で
あ
り
、
且
つ
不
正
確
で
も
あ
る
。
准
だ
例
へ
ば
、「

日
本」

の
愛
讀
者
が
極
小
數

で
も
存
在
す
る
こ
と
が

先
づ
擧
げ
ら
る
べ
き
事
實
で
あ
ら
ぅ
が
V

槪
し
て
吾
隊
ひ
ー
般
の
新
_

は
そ
の
冷
ん
ど
總
て
が
1

政
a

的
色
彩 

と
同
樣
に
思
想
的
配
色
の
相
違
が
甚
だ
少
な
い
の
は
、
旣
に
何
人
も
認
め
る
所
で
あ
る
。

第
十
五
表
を
見
れ
ば
其
處
に
種
々
な
る
特
殊
新
聞
が
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
何
れ
も
通
觀
者
の
數
が
甚
だ
小
で 

あ
る
。
强
い
て
云
へ
ば「

中
外
商
業
新
報」

の
讀
者
が
多
少
存
す
る
や
ぅ
で
あ
る
が
•
そ
の
多
く
は
東
京
在
住
の
商
家
の
子
弟
の
も
の 

が
こ
れ
を
示
し
て
居
り
、
從
つ
て
或
は
そ
れ
は
彼
等
の
家
庭
の
購
讀
新
聞
と
い
ふ
意
に
解
す
べ
き
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
更
ら
に
讀 

者
の
た
め
に
、
さ
す
が
は
本
塾
の
學
生
で
あ
る
た
め
か
、「

東
京
時
事
新
聞」

に
對
す
る
愛
讀
者
が
可
成
り
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
置
か 

ラ

o

七

學
生
が
、
如
何
な
る
人
物
を
自
己
の
好
む
所
と
す
る
か
を
知
る
こ
と
に
依
つ
て
、
幾
分
な
り
と
も
彼
等
の
生
活
の
思
想
的
方
面
を
窺 

知
し
得
る
。
蓋
し
そ
れ
は
ま
た
彼
等
の
、王
觀
の
一
つ
の
表
現
で
あ
り
、
彼
等
の
思
想
生
活
の

一
固
の
現
は
れ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し 

か
し
乍
ら
凡
そ
人
が
他
人
を
愛
好
し
、
尊
敬
す
る
の
念
は
人
を
異
に
し
て
各
i
そ
の
標
準
を
異
に
す
る
。
或
る
も
の
は
他
人
の
思
想
を 

ま
た
そ
の
業
蹟
を
、
或
は
そ
の
名
#

と
地
位
を
、
更
ら
に

或
は
他
人
の
人
格
そ
の
も
の
を
觀
て
他
を
顧
み
な
い
と
い
ふ
が
如
く
で
あ
る
。 

そ
れ
故
に
如
何
な
る
意
味
に
於
い
て
他
人
を
愛
好
し
、
尊
敬
す
る
か
^
明
確
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
た
め
に
は
學 

生
の
尊
敬
せ
る
人
物
を
種
々
の
角
度
か
ら
分
類
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
旣
に
本
論
も
相
當
の
紙
數
を
費
し
た
の
で
、
そ 

の
詳
論
は
ま
た
別
の
機會

に
讓
る
こ
と
\
し
、
此
處
で
は
調
沓
結
果
に
就
い
て
二
三
の
事
實
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。
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註
學
生
の
好
む
知
名
の
人
物
に
關
す
る
記
人
は
讀
書
の
場
合
と
同
樣
に
、
今
®

の「

學
生
生
活
調
査
票」

に
於
い
て
は
學
界
，
政
界
.
實
業
界
*
 

女
性
人
物
、
及
ぴ
そ
の
他
の
芄
部
に
分
け
て
，
學
生
を
し
て
そ
の
各
方
面
に
就
い
て
自
由
に
記
入
せ
し
め
る
こ
と
、
し
た
の
で
あ
る
が
、
此 

處
で
は
そ
の
內
前
の
三
つ
の
方
面
に
關
す
る
調
査
の
結
果
だ
け
を
利
用
す
る
こ
と
、
す
る
。

先
づ
第
十
六
表
は
學
界
の
人
物
に
關
す
る
結
果
を
、
各
擧
者
の
専
門
的
方
面
の
如
何
に
從
つ
て
分
類
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の

內
內
外
經
濟
學
者
が
、
最
も
多
く
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
*

正
に
社
#

科
學
に
關
す
る
#
讀
書
の
場
合
と
同
一
理
由
に
基
き
、
多
數
の

擧
生
の
最
も
ょ
く
熟
知
せ
る
方
面
が
經
濟
學
の
範
圍
內
に
あ
る
に
因
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
。
經
濟
學
者
に
次
い
で
敎
育
家
、
敎
育
學
者

學
生
生
活
の
思
想
的
方
面
の1

調
査 
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及
び
宗
敎
家
に
對
す
る
學
生
の
尊
敬
の
度
が
約一

割
で
あ
り
、
こ
れ
に
次
い
で
内
外
自
然
科
學
者
が
調
莶
學
生
の
八
分
五
厘
の
も
の
に 

依
っ
て
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
一
っ
の
注
意
す
ベ
き
事
實
で
あ
る
。

何
ん
と
な
れ
ば
吾
々
の
調
査
學
生
は
總
て
自
然
科
學
の
研
究
に
從 

事
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
學
生
の
自
然
科
學
者——

此
處
に
醫
學
者
を
含
む——

に
對
す
る
尊
敬
の
念
は
そ
の
大
部 

分
は
、
勿
論
そ
の
業
蹟
の
偉
大
な
る
こ
と
に
對
す
る
傾
倒
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
そ
の
內
に
は
自
然
科
學
に
關
す
る
愛
讀
書
の
場 

合
と
同
樣
に
、
直
接
に
は
彼
缂
學
生
の
趣
味
生
活
に
關
聯
し
て
學
者
の
名
を
示
し
た
と
思
は
れ
る
も
の
が
數
名
あ
っ
た
。

第
十
六
表
附
表
の
一
は
事
實
何
人
に
對
し
て
學
生
の
注
意
が
集
中
し
て
ゐ
る
か
を
知
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に 

依
る
と
調
丧
學
生
の
二
割
の
も
の
は
學
者
と
し
て
の
小
泉
現
塾
長
に
對
し
て
敬
愛
の
念
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
か
く
の
如
き
事
實 

は
確
か
に
吾
々
の
學
園
に
取
っ
て
正
に
悅
ぶ
べ
き
こ
と
の
一
っ
で

あ
ら
ぅ
。
尙
ほ
同
附
表
下
段
に
參
考
の

た
め
に
、
當
つ
て
大
學
總
長 

で
あ
り
、
或
は
ま
た
現
に
各
大
學
の
總
長
で
あ
る
人
々
に
對
す
る
學
生
の
尊
敬
の
度
？:
表
は
し
て
見
た
。
そ
れ
は
學
者
と
し
て
の
一
つ 

の
最
高
の
社
會
的
地
位
に
對
す
る
學
生
の
關
心
を
知
ら
ん
が
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
事
實
は
本
塾
の
關
係
者
を
除
い
て
は
必
ず
し 

も
大
で
は
な
い
。

第
十
六
表
の
附
表
の
ニ
は
附
表
の
一
と
共
に
學
生
の
思
想
生
活
を
知
る
に
多
少
の
意
義
を
豸
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
先
づ
調
査
學
生
の
全 

學
生
生
活
の
思
想
的
方
面
の1
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註(

1)

加
藤
元1

教
授
を
此
處
に
加
へ
な
か
っ
た
。
主
た
る
理
由
は
吾
々
の
調
査
學
生
は
醫
學
部
の
も
の
を
取
扱
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

註(

2)

註(

1)

の
場
合
と
は
叵
對
に
、
此
噶
に
故
北
里
柴
三
郞
博
士
を
加
へ
る
こ
と
、
す
る
。

員
が
日
常
接
觸
す
る
現
本
塾
敎
授
に
對
す
る
學
生
の
尊
敬
の
程
度
は
甚
だ
高
く
三
割
艽
分
に
近
ぃ
數
字
を
以
っ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
對
し
て
福
澤
先
生
を
初
め
と
し
て
、
故
本
塾
諸
敎
授
に
■

す
る
も
の
を
加
へ
れ
ば
、
調
査
學
生
の
四
割
艽
分
の
も
の
が
此
處
に 

總
括
せ
ら

れ

る

こ

と

、

な
る
。

こ
の

こ

と

は

一

面
に
於
い
て
は
先
き
に
小
泉
現
塾
長
に
關
聯
し

て

述
べ
た
事
實
を
更
ら
に
强
化
す
る
こ 

と
は
事
實
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
そ
の
反
面
か
ら
す
れ
ば
、
學
生
の
大
部
分
が
未
だ
多
く
の
學
者
を
知
ら
な
い
と
い
ふ
或
は
必
ず
し
も 

樂
觀
を
許
さ
な
い
事
實
の
反
映
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
旣
に
か
く
の
如
き
事
實
か
ら
、
吾
々
は
學
生
と
そ
の 

敎
師
と
の
關
係
の
裡
に
彼
等
の
思
想
生
活
に
對
す
る
重
要
な
影
響
が
存
す
る

こ
と
を
見
逃
す
譯
け
に
行
か
ぬO

そ

し

て

こ

の

こ

と

は

特 

に
農
業
及
び
無
職
の
I

、
更
ら
に
重
役
の
子
弟
の
場
合
に
甚
だ
顯
著
で
あ
る
。

更
ら
ic
マ
ル
ク
ス
並
に
マ
ル
ク
シ
ス
ト
的
學
者
に
對
す
る
學
生
の
尊
敬
は
第
十
六
表
の
附
表
の
一
及
び
ニ
に
依
つ
て
明
か
な
や
う 

に
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
大
で
あ
る
こ
と
は
云
へ
ぬ
。
し
か
し
こ
の
事
實
は
吾
々
の
無
視
し
得
な
い
所
で
あ
る
。
そ
し
て
工
業
と
軍
：役
の 

場
合
は
他
の
場
合
に
比
較
し
て
そ
の
割
合
が
稍
i
高
い
。

次
ぎ
に
附
表
の
ニ
中
に
分
類
し
た
學
者
は
總
て
常
に
新
聞
及
雜
誌
を
通
じ
て
そ
の
見
解
が
學
生
に
知
ら
れ
る
所
の
も
の
で
あ
る
が
、 

そ
れ
等
の
學
者
に
對
す
る
學
生
の
尊
敬
は
ま
た
必
ず
し
も
大
で
は
な
い
が
、
特
に
農
業
、
こ
れ
に
次
い
で
無
職
の
11
の
場
合
に
は
他
に
比 

し
て
著
し
く
高
い
。
そ
れ
が
如
何
な
る
理
由
に
基
づ
く
か
は
容
易
に
推
測
し
難
い
け
れ
ど
も
、
吾
々
は
此
處
に
學
生
の
思
想
に
對
す
る 

ジ
ァ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
を
全
然
無
視
し
得
な
い
こ
と
を
知
れ
ば
足
り
る
。

第
十
七
表
は
政
治
家
に
對
す
る
學
生
の
尊
敬
の
傾
向
と
そ
の
程
度
を
示
さ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
十
七
表
の
示
す
事
實
か
ら
吾
々
は
二
三
の
稍
i
興
味
あ
る
點
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
來
る
や
う
で
あ
る
。
先
づ
吾
國
の
現
在
の
政 

學
生
生
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想
的
方
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治
家
中
何
れ
か
の
政

黨

に
屬
す
る
も
の
t
e對
す
る
學
生
の
敬
愛
の
念
は
稍
i
薄
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
重
役
の
子
弟
の
場
合
に
特
に 

明
確
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
吾
々
は
現
在
の
吾
國
の
政
黨
に
對
す
る
學
生
の
信
賴
の
度
が
寧
ろ
薄
い
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や 
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う
で
あ
る
a

そ
し
て
こ
む
こ
と
が
最
近
の
政
黨
不
振
の
傾
向
の
、
現
在
の
學
生
の
意
識
に
於
け
る
反
映
で
あ
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

し 

か
し
、

一
般
に
政
黨
政
治
に
對
す
る
學
生
の
信
賴
は
單
に
そ
れ
だ
け
の
事
實
を
以
っ
て
結
論
す
る
こ
と
は
勿
論
早
計
で
あ
る
。
蓋
し
故 

政
友
會
並
忙
民
政
黨(

憲
政
會)

に
腸
し
て
ゐ
た
政
黨
政
治
家
に
對
す
る
學
生
の
敬
愛
の
度
を
加
へ
れ
ば
、
尙
ほ
全
體
と
し
て
の
政
黨 

政
治
家
に
對
す
る
學
生
の
信
賴
は
相
當
大
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
十
七
表
中
無
所
屬
政
治
家
中
に
分
類
し
た
も
の
は
，
こ
の
學
生
調
査
の
行
は
れ
た
當
時(

本
年
六
月)

現
在
の
何
れ
の
政
黨
に
も 

馬
せ
ず
、
そ
れ
か
ら
離
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
同
表
中
他
の
部
類
に
屬
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。
此
處
に
屬
す
る
政
治
家
に
對
す
る 

學
生
の
信
賴
の
度
が
甚
だ
大
で
あ
る
の
は
、
第
十
七
表
附
表
に
依
っ
て
知
ら
る
-
や
う
に
、
主
と
し
て
高
橋
是
淸
、
尾
崎
行
雄
並
に
望 

月
圭
介
の
三
氏
に
對
す
る
、
特
に
前
二
者
に
對
す
る
學
生
の
信
賴
が
甚
だ
大
で
あ
る
の
に
因
る
。

唯
だ
右
の
諸
事
實
と
、
第
十
七
表
附
表
中
に
示
し
た
濱
ロ
雄
幸
、
犬
養
毅
、
若
槻
禮
次
郞
及
び
原
敬
の
四
氏
に
對
す
る
場
合
に
比
し 

て
、
鈴
木
喜
三
郞
氏
を
擧
げ
た
學
生
は
僅
か
に
六
名
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
同
時
に
考
慮
す
れ
ば
、
I

學
生
中
町
田
忠
治
氏
の
名
を
擧 

げ
た
も
の
は
更
ら
に
少
な
く
僅
か
に
四
名
で
は
あ
る
が
、——

現
在
の
政
友
曾
が
吾
國
最
大
の
政
黨
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
學
生
間
に 

甚
だ
信
賴
が
薄
い
と
い
ふ
こ
と
は
確
か
で
あ
ら
う
。

政
黨
政
治
家
に
對
す
る
場
合
の
外
、
吾
々
は
此
處
に
吾
國
の
現
在
の
政
治
家
中
官
僚
政
治
家
と
軍
部
出
身
の
政
治
家
に
對
す
る
學
生 

の
敬
愛
の
度
を
比
較
す
れ
ば
、

1

っ
の
興
味
あ
る
反
對
的
傾
肉
が
存
す
る
の
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
先
づ
こ
の
雨
者
に
屬
す
る
政
治 

家
を
信
賴
す
る
學
生
の
數
は
共
に
少
數
で
あ
っ
て
、
從
つ
て
左
に
述
べ
る
観
察
が
ど
れ
だ
け
確
實
で
あ
る
か
多
少
疑
念
な
し
と
し
な
い 
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の
で
あ
る
が
"
筆
者
達
の
調
査
の
結
果
は
次
ぎ
の
事
實
を
物
語
つ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
官
僚
政
治
家——

此
處
に
五
人
の
政
治
家
を
分
類 

し
た
の
で
あ
る
が
、
學
生
の
信
賴
は
專
ら
現
外
相
廣
田
弘
毅
氏
に
集
中
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
第
十
七
表
附
表
に
依
つ
て
知
ら
る
i
通
り 

で
あ
る

1

に
對
す
る
信
賴
は
農
業
、
工
業
、
商
業
及
び
公
務
、
自
由
業
の
場
合
に
强
く
、
無
職
の
場
合
に
弱
い
。

こ
れ
に
反
し
て
後 

者
の
場
合
は
軍
部
出
身
の
政
治
家
に
對
す
る
信
賴
の
强
い
の
に
對
し
て
、
前
者
の
場
合
は
軍
人
政
治
家
を
信
賴
す
る
こ
と
が
弱
い
。

こ 

の
一
つ
の

反
對
的
な
傾
向
が
如
何
な
る
理
由
に
基
づ
く
かo

吾
々
は
先
き
に
述
べ
た
理
由
に
從
つ
て
暫
ら
く
軍
に
事
實
を
傳
へ
る
に
止 

め
て
置
く
こ
と
が
至
當
で
あ
ら
う
。

前
述
の
如
く
現
在
の
政
黨
不
振
の
事
實
は
略
々
學
生
の
意
識
に
反
映
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
や
う
で
あ
り
、
ま
た
最
近
の 

吾
國
に
於
け
る
政
治
的
事
情
か
ら
觀
て
、
官
僚
政
治
家
並
に
軍
人
政
治
家
に
對
す
る
學
生
の
信
賴
は
相
當
に
現
は
れ
て
居
る
。
が
し
か 

し
第
十
七
表
附
表
に
示
し
て
置
い
た

や
う
に
、

高
橋
是
淸
及
び
尾
崎
行
雄
兩
老
政
治
家
に
對
す
る
學
生
の
信
賴
が
甚
だ
大
で
あ
る
こ
と 

は
、
多
く
の
學
生
の
自
由
主
義
的
思
想
の1

つ
の
表
明
で
あ
る
。
こ
の
外
、

レ1
1
1

ン
、

ス
タ
ー
リ
ン
及
び
カ
ガ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
三
人 

を
信
賴
す
る
極
少
數
の
學
生
の
存
す
る
の
に
比
較
す
れ
ば
、

一
人
の
ヒ
ッ
ト
ラ

ー
に
對
す
る
學
生
の
信
賴
が
遙
か
に
大
で
あ
る
こ
と
も 

亦
、
吾
々
の
注
意
に
債
ひ
す
る
で
あ
ら
う
。

第
十
八
表
は
學
生
の
尊
敬
せ
る
實
業
家
を
大
體
そ
の
主
た
る
關
係
事
業
の
方
面
に
從
つ
て
假
り
に
分
類
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
同 

表
に
依
つ
て
明
か
な
や
う
に
、
此
處
に
最
も
顯
著
な
る
事
實
は
小
林
一
三
氏
に
對
す
る
學
生
の
甚
だ
大
な
る
愛
好
の
念
の
存
す
る
こ
と 

で
あ
る
。
即
ち
調
査
學
生
全
員
中
約
三
割
の
も
の
が
自
己
の
好
む
人
物
と
し
て
小
林
一
三
氏
を
指
名
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
明
か
に
最
近

に
於
け
る
同
氏
の
興
行
界
の
事
業
經
營
に
於
け
る
躍
進
に
對
す
る
學
生
の
關
心
が
然
ら
し
め
た
の
は
明
か
で
あ
る
。
そ
し
て
吾
々
は
こ 

の
事
實
に
於
い
て
"
學
生
の
靑
年
と
し
て
意
識
の
活
動
的
で
あ
り
、
進
歩
的
で
あ
る
方
面
が
小
林
氏
の
最
近
の
活
動
に
對
す
る
同
感
と 

し
て
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。

註
小
林
一
三
氏
に
次
い
で
、
十
人
以
上
の
學
生
が
尊
敬
し
、
信
賴
せ
る
實
業
家
は
次
ぎ
の
諸
氏
で
あ
る
。
括
弧
內
の
數
字
は
そ
の
學
生
數
を 

示
し
た
も
の
で
&
る
、

池
田
成
彬(

六
五)

、
武
藤
山
治(

六1
1
)、

澀
澤
榮
一(

四
0)

、
藤
原
銀
次
郞(

三
〇〕

、
ヘ
ン

リ

ー

•

フ

ォ
ー
ド

(

ニ
四〕

、
津
田
信
吾 

(

一
三)

、
深
井
英
五
へ
ー
ー)

。

最
後
に
左
の
一
事
を
指
摘
し
て
置
く
の
も
强
ち
無
用
で
も
あ
る
ま
い
。
讀
者
は
第
十
六
、
七
及
び
八
表
の
各
々
に
於
け
る
無
記
入
者 

の
割
合
を
比
較
し
て
見
ょ
。
全
體
と
し
て
の
そ
の
割
合
に
は
こ
の
三
つ
の
場
合
に
必
ず
し
も
大
な
る
相
違
が
存
す
る
と
は
云
へ
な
い
。 

し
か
も
尙
ほ
第
十
八
表
に
於
け
る
無
記
入
者
の
割
合
が1

1
艽

•

=
パ
ー
セ
ン
ト
で
最
少
を
示
し
、
第
十
七
表
に
於
い
て
は
三
三
•
一
一
。ハ 

丨
セ
ン
ト
で
あ
り
、
第
十
六
表
に
於
い
て
は一

ニ
四
•
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
最
高
を
示
し
て
ゐ
る
。

こ
の
こ
と
は
一
般
に
學
生
の
實
業
家
、 

從
つ
て
ま
た
實
業
界
に
對
す
る
關
心
の
度
が
比
較
的
に
大
で
あ
る
こ
と
を
物
語
つ
て
ゐ
る
と
云
つ
て
い
X
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
旣
に
本 

論
の
最
初
に
第
二
表
に
於
い
て
大
體
示
し
て
置
い
た
や
う
に
、
學
生
の
大
部
分
が
、
卒
業
後
實
業
界
に
職
を
求
め
や
う
と
企
圖
し
て
ゐ 

る
こ
と
の
寧
ろ
當
然
の
結
果
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
吾
々
は
靑
年
學
徒
と
し
て
の
學
生
の
學
界
に
對
す
る
關 

心
が
稍
J
こ
れ
に
劣
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
悲
し
ま
ざ
る
を
得
な
い
。

八
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註
人
員
欄
中
栝
弧
內
の
數
字
は
外
國
人
實
椠
家
の
敷
で
あ
っ
て
他
の
數
字
は
吾
國
赏
菜
家
の
數
で
あ
る 

最
後
に
時
事
問
題
に
對
す
る
學
生
の
態
度
に
就
い
て
關
說
し
や
ぅ
。
時
事
問
題
に
關
し
て
は
、「

學
坐
坐
活
調
茶
票」

屮
に
次
ぎ
の
如 

き
注
意
が
豫
め
與
へ
ら
れ
て
あ
つ
た
。
即

ち

「

近
時
に
於
け
る
時
事
問
題
中
最
も
興
味
を
惹
け
る
も
の
。
そ
れ
に
對
す
る
見
解
を
略
述 

す
る
事
。」

そ
し
て
調
赍
票
配
布
に
際
し
て
は
學
生
に
對
し
て「

近
時」

な
る
言
葉
に
就
い
て
、
大
體
最
近
過
去
一
年
間
位
の
間
と
い
ふ 

注
意
を
與
へ
た
。
か
く
て
調
茶
票
の
こ
の
項
目
に
就
い
て
は
調
赍
學
生
の
六
割
五
分
の
も
の
ゝ

記
入
解
答
を
得
た
。
そ
し
て
其
處
に
指 

摘
せ
ら
れ
た
問
題
は
甚
だ
廣
範
圍
に
渡
つ
て
多
種
で
あ
っ
た
。
且
つ
ま
た
假
令
同
一
の
問
題
が
指
摘
せ
ら
れ
て
ゐ
て
も
.
そ
れ
に
對
す 

る
學
生
各
自
の
見
解
、
即
ち
彼
等
の
態
度
は
決
し
て
同一

で
は
な
く
、

こ
れ
ま
た
各
J
趣
き
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
從
つ
て
此
處
に
擧
げ 

ら
れ
た
時
事
問
題
、
並
に
そ
れ
に
對
す
る
學
生
各
個
人
の
種
々
な
る
態
度
を
適
當
に
處
理
し
、
そ
の
統
計
的
結
粜
を
導
き
出
す
こ
と
は 

簡
單
な
仕
事
で
は
な
い
。
し
か
も
か
く
の
如
き
處
理
を
こ
の
問
題
に
加
へ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
且
っ
そ
の
結
见
が
吾
々
の
本
論
に 

於
け
る
問
題
に
取
つ
て
最
も
重
要
な
資
料
を
提
供
し
て
下
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
素
よ
り
明
か
で
あ
る
。
蓋
し
本
論
の
前
諸
項
に
於 

い
て
取
扱
っ
た
諸
點
の
何
れ
の
も
の
よ
り
も|

層
よ
く
、
時
事
問
題
に
對
す
る
學
生
の
態
度
を
詳
細
に
知
る
こ
と
は
即
ち
彼
等
の
社
會 

的
態
度
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
從
つ
て
其
處
に
赤
裸
々
に
表
明
せ
ら
れ
る
彼
等
の
思
想
を
探
及
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
問 

題
を
詳
論
す
る
た
め
に
は
本
論
は
旣
に
餘
り
に
多
く
の
紙
數
を
費
し
過
ぎ
て
居
り
、
從
つ
て
こ
の
問
題
は
更
め
て
そ
れ
自
體
一
個
の
問 

題
と
し
て
取
り
扱
ふ
方
が
寧
ろ
適
當
で
あ
る
。
從
っ
て
甚
だ
不
本
意
な
が
ら
、
此
處
で
は
吾
々
の
調
奄
の
結
果
を
至
極
簡
單
に
傳
へ
て
、 

學
生
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本
論
の
結
論
に
急
が
ぅ
と
思
ふ
。

蓽
生
の
興
味
を
惹
け
る
時
事
間
題
を
至
極
廣
範
菌
に
分
類
し
、
そ
れ
を
國
內
的
問
題
、
日
滿
支

蘇
並
忆
極
東
間
題
、
歐
米
の
諸
問
題

世
界
的
問
題
の
四
群
に
總
括
し
て
觀
る
と
、
第
十
九
表
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
"
學
生
の
關
心
は
莲
だ
自
然
的
な
傾
向
を
現
は
し
て 

ゐ
る
こ
と
が

先
づ
知
ら
れ
る
。

即
ち
交
通
業
並
に
無
職
の
m

の
場
合
を
例
外
と
し
て
、
他
の
場
合
に
は
何
れ
も
國
內
的
な
諸
問
題
に
對 

し
て
關
心
を
持
つ
學
生
の
數
が
最
大
で
あ
つ
て
、
世
界
的
た
問
題
に
對
し
て
關
心
を
有
す
る
も
の
、
數
が
最
少
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は 

多
く
の
場
合
に
吾
々
の
生
活
そ
の
も
の
に
最
も
近
接
し
て
ゐ
る
も
の
が
、
先
づ
吾
々
の
關
心
を
惹
く
こ
と
の

自
然
的
な
傾
向
を
現
は
し 

て
ゐ
る
と
見
ら
れ
る
。

右
の
四
群
に
總
括
し
た
諸
問
題
を
更
ら
に
ょ
り
具
體
的
に
示
し
た
も
の
は
、
第
十
九
表
の
附
表
の
一
乃
至
三
で
あ
る
。

讀
者
は
こ
れ 

等
の
諸
表
に
就
い
て
學
生
の
關
心
が
如
何
な
る
社
會
的
時
事
問
題
に
分
布
し
て
ゐ
る
か
を
多
少
詳
細
に
知
り
得
る
で
あ
ら
う
。

即
ち
國
內
的
な
諸
時
事
問
題
と
し
て
は
政
治
的
方
面
の
諸
問
題
に
學
生
の
關
心
が
最
も
强
く
現
は
れ
て
ゐ
る
。

し
か
も
そ
れ
は
ょ
り 

具
體
的
に
云
へ
ば
政
治
問
題
化
さ
れ
た
美
濃
部
博
士
の
憲
法
學
說
問
題
に
對
し
て
最
大
で
あ
る
。
即
ち
調
査
學
生
の 

一
◦

•

六

パ

ー

セ
 

ン
ト
の
も
の
が
こ
の
問
題
に
對
す
る
關
心
を
示
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
の
問
題
に
對
す
る
學
生
各
自
の
態
度
を
詳
細
に
分
析
す
れ
ば
、 

其
處
に
吾
々
は
若
き
學
徒
と
し
て
の
彼
等
の
態
度
を
發
見
し
得
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
詳
細
に
此
處
に
示
す
こ
と
は
前
述
の 

如
く
に
し
て
暫
ら
く
後
の
問
題
と
し
て
割
愛
し
て
置
か
う
。

國
內
の
政
治
的
問
題
と
殆
ん
ど
同
様
に
多
く
の
學
生
の
關
心
を
惹
い
た
の
は
日
支
問
題(

及
び
銀
問
題)

で
あ
る
。
就
中
時
事
問
題 

と
し
て
は
、
第
十
九
表
附
表
の
ニ
が
示
す
や
う
に
、
北
支
事
變
に
對
す
る
學
生
の
興
味
が
甚
だ
大
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
問
題
に
對
す 

る
學
生
の
態
度
の
如
何
は
"
本
項
に
於
け
る
吾
々
の
問
題
の
解
明
の
一
例
と
し
て
後
に
示
し
て
置
か
う
。

學
生
生
活
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想
的
方
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第 十 九 表 附 表 の 一

職 業 別 •
總

地 位 別

C國 的 諸 問 題 ）
農 ホ

；

被
顆 X 商 交 實丨公自

無

I II

職

III

不

明
計

i ! ■
锒職|業主 |重役社員

<美 濃 部 問 題
8

15.1
2

H3.3
1

8.3
19 36 2 

11.5 11.5 11.8
4

7.7
14

10.4
1

2.3
i i

11.0
2

5.0
io6

10.4
18

7.8
40 11 

12.3 j l l .l
25

9.8

內 閣 審 議 會
1

1.9
5

3.0
10

3.2
1

1.9
1

0.7
~2~

4.7
6

3.2
1

2.5
26"

2.5
_ 7' 
3.0

8
2.5

3
2.8

6~
2.4

政 黑 及 選 擧 問 題
3

5.7
5

3.0 2.2
1
"

2
"

1
0.6

| 20 
丨2.0

3
1.3

7
2.2

2
l.S

r)
2.0

I  4 財

市

——
政

政

問

間

題

題
1

0.6

4
L 3

2
0.6

— 1
2.3

1
3.0 |0】

3
0.3

2
0.9

2
0.6

2
”

1
0.9

1
tf

1
0.4

帝 人 問 題 及 贈 收 賄 問 題
1
//

3
1.0

2
1.5

2
l.C | o j

2
0 9

P>
0.9

o
1.2

の 他 (り 1 3
1.8

1
0.3

1
1.9

. 2 
〃 , : 1 

0.6 I d
1

0.4
5

1.5
2

0.8

I 政 治 的 方 面 計
1(177)
[17.3

II 外 交 方 面 ( 2 )
1

1<9
1

0.6
3

1.0
- 1 
0.7 丨0】

1
0.3

3
2.3

1
0.4

III 軍 部 努 力 の 增 大 飞
2

0.6
1

5.9
2

1.5
1

2.3
3

1.9
1

9.0 I S
5

2.2
2

0.6
1

0.9
2

o.s

' 輸 出 ェ 業 、貿 易 問 題
2

1.2
2
"

1
2.3

4
2.6

2
6.1 は

/
3-0

2
ft

2
1.3

軍需工業とインフレ問題
1

0.6
1

0.B
2

丨0_2
1

0.3
1

0.9
VI 配 給 組 織 問 題

1
8.3

1
"

1
"

1
2.3

1
0.6 |oJ

2
0.9

2
0.6

1
0.4

農 村 問 題
1

1.9
4

2.4
1
ft

1
5.9 },

2
6.1

|10
1.0

3
1-3

4
1.2 1.8

そ の 他 (の
1

0.6
1
"

1
2.3

1 4 
丨0_4

1
0.4

1
0.3

1
0.4

經 m 的 方 面 計 CD
5.9

( 3 )
7.0

C6)
3.9

⑷
12.X 3.1

( 2 )
0.8

(暴 力 團 狩 0
2

1.2
i

2.2
2

11-8
1

1.9
1

0.7
S

7.0
o

1.3
1

3.0 ロ

6
2.6

9
2.8

2
l.S

; 2"

商 殺 及 殺 人 事 件
2
tf

3
1.0 1

： 1
i "

1
0.6

S
0.8

1
0.4

3
0.9

2 2

小
る

林 氏 を  
業 界

中 心 と す
の 問 題

1
0.6

2
0.6

1
tf

4
0.4

2
0.6 tf

V <
デ ヤ— ナリズムの諸問題

1
1.9

2
"

1
3.0

4
0.4

1
0.4

2
tf

婦
業

入
婦

1
”

1
8-3

3
1.0

5
0.5

3
0.9

1
0.4

思 想 問 題
2

3.9
2

1.3
4

0.4
2

0.9
2

0.8

國 民 の 道 德 風 習
1

0.3
1

1.9
i 4

12.1
6

0.6
4

1.7
1

0.3
1

0.9
鑛山爆發問題及國民健康 

v保 險 國 際勞 働 條約 批 准  

社 會 的 方 面 計 ( 2 )
3.8

1 1  
0.6 ，，

⑴  C 6 ) (1 9 )  ( 2 )  
8.3 3.6 6 .1 1 1 .8 認

I
0.7

3.0
C3)
7.0

j

( 5 )  C6ブ 
3.2 18.2

3
0.3

C53)
5.2

1
〃

C 1 4 X 2 0  
6.1 6.5

2  ̂
1.8
( 9 ) 丨(わ " 
8.3 ; 2.8

f 大 學 - • 關 ス ル 諸 問 題
3

1.8
3

1.0
1

1.9
1

2.3
S

0.B
1

0.4
2

0.6
1

0.9
4

1.6

VI 學 生 問 題 及 就 職 問 題
1

0.6
2

0.6 I
2

5.0 6 0.6 1
1
a

2
//

1
"

'そ の 他
1
"

1
0.3

3
1.9

1
3.0 0.6 1.7

2
ft

敎 育 的 方 面 計 ⑶
3.0

C6)
1.9

⑴
1.9

( 2 )
4.7

C20> 
2.0 ；涊

C6)
1.8

ぐ帝 展 改 阻 問 題
2

3.8
1

16.7
3

l.S
19

6.1
9

6.7
4

9.3
■9

5.8
3

9.1
1

2.5
51

5.0
16

7.0
! 20 
6.2

4
3.7

S
3.1

VII, ヒ*
ンjv 敎 問 題

2
0.6

2
4.7 40.4

2
0.9

1
0.3

1
0.4

.そ の 他
o

1.2
3

5.8
1

0.7
1

0.6
1

a o o .r i
2
"

2
0.6

1
0.9

2
0.8

文 化 的 方 面 計 C2；
3.8

⑴
16.7

⑶
3.0

C21)
6.7

C3〕
5.8

(1 0 )  C6) 
7.5 14.0

C IO )⑷ （1 )  
6.5 1 2 .1 1 2.5

(63)|C?0>(23) 
|s.7 7.1 i ? 奴

I— VII 國 杓 問 m 計
〔20 ) ( 3 )  ( 8 )  (6 0 ) 謂  C6) C ^ )C 37)C ^ 1)C 53)(17>  ( 6 )  
37.7 50.0 25.0 部 .4 38.4 85.3 30.8 27.G 48.8 34.4 51.5 15.0

(^^j；Cyi)d30)C4PO,(6y) 
35.4 [39.G 40.0 :39.4 27.2

n  c l ) 五•一五事件及び血盟團事件の判決に關するもの、婦人參政權問題及び所謂最近の吾國の非常時的情 

勢の諸問題を一括した。 

t 2) 吾國の聯盟脫退、人形使節及びァメリカのGarden C lu b員の來朝の諸(■牛を含む。

0 ) 統制經濟問題、石油業法の發布及び民間航空事業の諸件を含む。

oo
の
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第
十
九
表
附
表
の
三C

示
す
や
ぅ
に
*
歐
米
並
に
世
界
的
な
問
題
に
關
す
る
學
生
の
關
心
は
、
特
に 

一
ニ
の
問
題
に
集
中
す
る
こ
と 

な
く
廣
く
分
布
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
そ
の
內
ド
ィ
ツ
の
爆
彈
宣
言
"

伊
太
利=

H

チ
オ
ピ
ア
問
題
及
び
米
國
の
2

R

A
の
崩
壞
の
三 

つ
の
問
題
に
對
す
る
學
生
の
關
心
が
稍
i
著
明
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
問
題
に
尉
す
る
學
生
の
見
解
は
種
々
で
は
あ
る
が
、
そ
の 

多
く
の
も
の
は
ド
ィ
ツ
の
爆
彈
宣
言
に
就
い
て
は
莜
だ
し
く
ド
ィ
ツ
に
葑
し
て
同
情
的
で
あ
り
、
伊
工
紛
爭
問
題
に
就
い
て
は
伊
太
利 

の
帝
國
主
義
的
政
策
を
批
判
し
、N

R
A

の
崩
壤
に
就
い
て
は
寧
ろ
そ
れ
が
當
然
で
あ
る
と
な
し
て
ゐ
る
。
素
ょ
り
紙
數
が
許
せ
ば
こ 

气
等
の
問
题
の
分
析
の
結
艰
を
此
處
に
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
省
略
す
る
こ
と
i
し
*
左
に
前
述
の
北
支
事
變
に
關
す
る
學
生 

の
態
度
の
分
析
だ
け
を
例
示
ず
る
に
|!
-
.め
や
ぅ
。 

- 

北

支

事

變に
對
し
て
興
味
を
有

し

た
る

一

三
八
名
の
學
生
中
、
單
に
問
題
だ
け
を
指
摘
し
て
何
等
の
態
度
を
も
示
さ
な
か
つ
た
も
の 

が
三
六
名
あ
，0
、
こ

れ
そ
態
度「

不
明」

S

も
の
と
し
て
取
扱
ひ
*
そ
の
他
の
も
の
、
こ
れ
に
對
す
る
態
度
を
具
體
的
に
第
二
十
表
に
示
す 

如
く
分
析
し
て
み
た
。
そ
し
て
そ
の
各
J

に
就
い
て
結
局
そ
れ
が
同
事
件
に
對
し
て
吾
國
の
側
か
ら
觀
て
是
認
的
で
あ
り
、
進
ん
で
は 

吾
政
府
並
に
特
に
軍
部
の
行
動
に
驽
し
て
後
援
的
で
あ
り
、
ま
た
稱
讃
的
で
あ
る
も
の
を
肯
定
的
な
態
度
と
a

做
し
、
H
本
の
態
度
を 

是
と
し
な
い
も
の
を
否
定
的
と
し
、
特
に
そ
の
何
れ
と
も
判
定
し
難
い
も
の
、
そ
し
て
ま
た
同
時
に
何
等
か
の
批
判
を
含
ん
で
ゐ
る
も 

の
を
批
钊
的
態
度
と
し
-
最
後
に
右
の
何
れ
に
も
屬
せ
し

め

難
く
、
單
に

事
實
を
純
客
観
的
に
觀
察
せ
る
も
の
を
客
觀
的
態
度
と
し
て
こ 

れ
を
總
括
す
れ
ば
、
第
二
十
表
下
段
の
結
果
を
得
る
。
そ
し
て
そ
の
各
項
の
數
字
の
百
分
比
を
前
述
の
一
三
八
名
を
總
數
と
し
て
そ

れ 

の
各
_

に
於
け
る
實
數
に
對
し
て
求
め
て
み
た
。
そ
の
結
果
に
從
へ
ば
北
支
事
變
f
c關
し
て
興
味
を
荷
す
る
學
生
の
半
數
に
近
き
も
の 
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は
明
瞭
に
肯
定
的
な
態
度
を
示
し
て
居
り
、
僅
か
に
そ
の
三
分
足
ら
ず
の
も
の
が
否
定
的
で
あ
り
、
二
割
餘
り
の
も
の
が
批
判
的
で
あ 

つ
て
、
客
觀
的
態
度
を
示
せ
る
も
の
が
四
分
、
殘
り
の
約
二
割
四
分
の
も
の
、
態
度
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

こ
れ
を
總
體
的
に
考
察
す 

れ
ば
、
吾
々
は
凡
そ
次
ぎ
の
如
く
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
北
支
事
變
に
關
し
て
窺
知
し
得
る
學
生
の
態
度
は
最
近
時
の 

吾
國
の
政
治
、
外
交
に
於
け
る
所
謂
强
行
政
策
に
對
し
て
是
認
的
で
あ
り
、

こ
れ
を
基
礎
づ
け
る
最
近
時
に
於
け
る
吾
國
の
國
民
主 
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義
的
思
想
傾
向
の
影
響
が
學
生
間
に
稍

2
强
く
反
映
さ
れ
て
ゐ
る
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1
か
し
云
ふ
ま
で
も
な
く
か
く
0
如
き
學
生
思
想
の
傾
向
は
單
に
右
の
北
支
事
變
に
對
し
て
關
心
を
有
し
た
る
も
の
に
就
い
て
確
言 

し
得
る
所
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
學
生
全
體
に
就S

て
如
何
様
に
現
は
れ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

最
後
に
筆
者
達
の
稍
i
不
確
實
な
所
言
で
は
あ
る
が
、

時
事
問
題
に
對
す

る
調
査
に
際
し
て
の
感
想
を
附
加
す
る

こ

と

を許
さ
れ
る 

と
す
れ
ば
、
吾
々
は
次
ぎ
の
如
く
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
時
事
問
題
に
對
す
る
學
生
の
態
度
は
種
々
で
あ
っ
て
、
そ
の
多
く
の
場 

合
に
は
確
定
的
な
思
想
傾
向
を
以
っ
て
彼
等
の
態
度
を
合
理
的
に
處
理
丨
'
難
い
、
彼
等
の
態
度
は
多
分
に
不
合
理
的
な
要
素
を
含
ん
で 

居
り
、
從
っ
て
感
情
的
で
あ
り
、
時
に
は
靑
年
ら
し
く
所
謂
正
義
感
に
强
く

、

道
義
心
に
厚
い
。
そ
し
て
ま
た
時
に
は
靑
年
學
徒
と
し 

て
自
由
の
感
を
强
く
抱
い
て
ゐ
る
。
從
っ
て
こ
れ
等
の
意
識
は
理
論
的
、
思
想
的
に
は
時
に
一
つ
の
矛
盾
を
暴
露
す
る
と
考
へ
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
全
般
的
に
自
己
の
生
活
態
度
を
將
來
に
決
定
し
、
自
己
の
思
想
を
理
論
化
し
て
行
か
う
と
す
る
過
程
を
步 

み
つ
X
あ
る
學
生
の
寧
ろ
當
然
の
姿
で
あ
る
と

云
は
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

九

以
上
の
調
杏
結
果
を
顧
み
て
此
處
に
簡
單
な
結
論
を
附
加
し
て
置
か
う
。

本
論
に
於
け
る
筆
者
達
の
目
的
は
最
初
に
述
べ
た
や
う
に
、
父
兄
の
職
業
的
差
違
並
に
そ
の
職
業
上
の
地
位
の
相
違
、換
言
す
れ
ば
、
 

學
生
の
こ
の
家
庭
的一

環
境
條
件
が
彼
等
の
思
想
生
活
に
如
何
に
影
響
し
、
反
映
さ
れ
る
か
を
探
及
す
る
に
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
筆 

者
達
の
目
的
に
も
拘
ら
ず
、
積
極
的
に
は
此
處
に
繰
り
返
し
指
摘
す
る
に
足
る
程
の
著
明
な
結
粜
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
そ
の 

反
面
に
於
い
て
は
消
極
的
に
、
吾
々
は
誠
に
重
要
な
結
果
の一

つ
に
一
歩
近
づ
く
こ
と
が
出
來
た
と
い
つ
て
い
i
。
即
ち
以
上
の
吾
々

の
調
査
を
見
る
と
、
吾
々
は
其
處
に
父
兄
の
職
業
に
依
る
家
庭
環
境
の
學
生
の
思
想
生
活
に
對
す
る
影
響
を
强
く
識
別
す
る
こ
と
は
困 

難
で
あ
る
。
が
こ
の
影
響
が
全
然
存
し
な
い
と
云
ふ
こ
と
は
出
來
な
い
。
唯
だ
そ
の
影
響
の
出
現
が
甚
だ
微
弱
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。 

然
ら
ば
何
故
に
そ
の
影
響
が
宛
か
も
全
く
存
し
な
.い
か
、
若
し
く
は
存
す
る
と
し
て
も
甚
だ
微
弱
に
し
か
現
は
れ
な
い
か
、
こ
の
點
を 

吾
々
は
考
へ
て
見
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
等
に
對
す
る
筆
者
達
の
見
解
を
簡
單
に
記
述
す
れ
ば
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

旣
に
自
己
を
發
見
し
っ
X
あ
る
青
年
と
し
て
の
、
筆
者
達
の
調
査
學
生
は
、
そ
の
生
活
環
境
の
重
要
な
一
面
で
あ
る
彼
等
に
對
す
る 

敎
育
的
環
境
の
最
後
の
段
踏
と
し
て
の
大
學
生
活
、
或
は
高
等
專
門
學
校
の
生
活
に
於
い
て
は
、
最
も
强
く
學
園
環
境
の
影
響
の
下
に 

置
か
れ
て
居
り
、

こ
の
瑗
境
の
作
用
は
あ
る
程
度
ま
で
强
く
過
去
及
び
現
在
に
於
け
る
彼
等
の
家
庭
環
境
の
影
響
を
揚
棄
し
、
彼
等
の 

生
活
態
度
を
部
分
的
に
平
均
化
し
て
行
く
も
の
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
彼
等
の
思
想
生
活
、
或
は
彼
等
の
社
#
的
生
活
態
度
は
こ
の
學 

園
環
境
を
中
心
に
し
て
現
實
社
#

の
諸
双
^

と
絕
へ
ず
接
觸
を
保
ち
つ
X
あ
る
。 

■ 

更
ら
に
學
生
の
思
想
生
活
の
考
察
に
際
し
て
は
、
前
項
末
尾
に
述
べ
た
や
ぅ
に
、
青
年
の
感
情
的
で
あ
り
，
從
っ
て
部
分
的
に
は
不 

合
理
的
で
あ
る
所
の
意
識
の
一
面
を
忘
却
す
る
譯
け
に
は

行
か
ぬ
。

最
近
屢
玉
|
部
の
論
者
に
依
っ
て
一
面
に
は
現
代
學
生
の
思
想
的
混
迷
、
彼
等
の
思
想
的
無
自
覺
が
傳
へ
ら
れ
、
他
面
で
は
大
學
の 

轉
落
が
云
々
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
吾
々
も
亦
一
部
こ
れ
等
の
所
論
に
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
等
の
問
題 

は
更
ら
に
學
園
環
境
の
影
響
を
見
て
吾
々
の
所
見
を
新
に
す
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
此
處
に
深
く
立
入
る
必
要
を
認
め
な
い
。

附

記

本
来
本
論
に
於
け
る
が
如
き
問
題
は
、調
査
の
方
法
の
如
何
に
依
っ
て
，
そ
の
結
果
に
種
々
の
相
違
を
生
ず
る
し
、
ま
た
今
回
の『

學
生
生 
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活
調
查」
の
方
法
そ
の
も
の
に
就
い
て
の
愼
甭
な
科
學
的
價
値
が
加
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
未
だ
調
査
の
結
果
を
そ
の
ま
\
信
賴
す
る
譯
け
に 

は
行
か
な
い
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
し
か
も
こ
の
基
本
的
に
し
て
重
要
な
問
題
に
對
し
て
は
、
殆
ん
ど
全
く
本
論
中
に
觸
れ
る
餘
瓰
を 

持
た
な
か
つ
た
が
、
そ
れ
は
筆
者
達
が
こ
の
點
を
輕
視
し
た
か
ら
で
は
な
い
。
何
れ
調
査
の
完
成
を
俟
つ
て
こ
れ
を
補
つ
て
行
き
度
い
と
考 

へ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
こ
の
點
に
關
し
て
特
に
讀
者
の
了
解
を
得
て
置
き
度
い
と
思
ふ
。

最
後
に
本
調
査
の
整
理
に
際
し
て
多
大
の
援
肋
を
な
さ
れ
た
大
學
院
學
生
小
古
問
隆
藏
君
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
同
時
に
、
都
市 

社
會
事
業
硏
究
會
の
多
く
の
學
生
諸
君
に
も
同
樑
の
意
味
に
於
い
て
此
處
に
感
謝
の
意
を
傳
へ
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
本
論
の
調
査 

の

一一三
の
點
に
就
い
て
御
敎
示
を
賜
っ
た
同
僚
小
鳥
罾
夂
敎
授
に
對
し
て
摩
く
禮
を
申
し
述
べ
て
此
處
に
筆
を
擱
く
。

昭
和
十
苹
九
月
二
十
日
稿
了
。

德
川
時
代
に
於
け
る
農
村
經
濟
の
一
端

野
村
兼
太
郧

本
稿
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
德
川
時
代
に
於
け
る
あ
る
農
村
の
あ
る
年
の
經
濟
生
活
を
出
來
る
だ
け
明
か
に
し
て
見
ょ
ぅ
と
云 

ふ
に
あ
る
。
德
川
時
代
の
農
村
の
負
擔
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
つ
た
か
を
說
明
す
る
一
端
と
な
す
も
の
で
あ
る
。
あ
る
期
間
に
亙
っ
て
、 

農
村
負
擔
の
變
化
を
硏
究
す
る
前
提
と
し
て
、
特
に
あ
る
一
ケ
年
を
限
定
し
て
、
出
來
る
限
り
、
詳
細
に
調
べ
て
見
る
必
要
が
あ
る
と 

考
へ
た
た
め
で
あ
る
。
故
に
本
稿
は
次
ぎ
に
發
表
す
る
豫
定
で
あ
る
同
じ
村
の
負
擔
の
動
態
的
研
究
の
序
說
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
唯 

こ
の
種
の
硏
究
に
最
も
困
難
を
感
ず
る
の
は
、
農
村
帳
簿
類
の
完
全
に
現
存
匕
て
ゐ
る
こ
と
が
稀
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
等
帳
簿
自
體
の 

不
分
明
な
る
こ
と
、
及
び
計
算
そ
の
他
に
か
な
り
不
確
實
な
點
が
存
し
て
ゐ
る
こ
と
等
で
あ
る
。
以
下
の
硏
究
も
こ
れ
等
の
た
め
に
、 

多
少
推
定
を
試
み
る
必
要
が
あ
つ
た
り
、
又
私
自
身
の
無
知
か
ら
誤
謬
を
冒
し
て
ゐ
る
こ
と
も
、
定
め
し
多
か
ら
ぅ
と
思
ふ
か
ら
、
偏 

に
先
覺
諸
氏
の
御
叱
正
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

德
川
時
代
に
於
け
る
農
村
經
濟
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